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私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

榊
原

八
朗

１
９
４
４
年
生
ま
れ
、静
岡
県
出
身
。１
９
６
７
年
、東
京
農
業
大
学
造
園
学
科
卒
業
。１
９
６
７
年
〜

１
９
７
２
年
、東
京
庭
苑
株
式
会
社
に
て
小
形
研
三
先
生
に
師
事
。１
９
７
２
年
〜
１
９
７
４
年
、米
国
オ

レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
に
従
事
。１
９
７
５
年
、米
国
ク
リ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
て
研

修
。１
９
７
６
年
、独
立
。２
０
０
４
年
〜
２
０
１
４
年
、明
星
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
。２
０
１
４
年
か

ら
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
塾
主
催
、現
在
に
至
る
。座
右
の
銘：「
生
涯
学
習
」、美
的
構
成
要
素
を
自

然
か
ら
学
び
デ
ザ
イ
ン
の
客
観
性
を
追
い
求
め
る
。尊
敬
す
る
人：生
涯
の
師
は
小
形
研
三
。

「
飯
田
十
基
先
生
は
仕
事
の一貫
と
し
て
、
灯
籠
や
石
像
物
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
た
が
、
君
も

な
ん
で
も
い
い
か
ら
趣
味
を
持
ち
生
涯
打
ち
込
め
る
も
の
を
探
し
た
ら
い
い
」
こ
れ
は
、
1
9
8
7
年

の
夏
、
師
匠
、
故
小
形
研
三
先
生
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
、
機
内
で
頂
戴

し
た
言
葉
で
あ
る
。

1
9
8
8
年
の
日
本
経
済
は
好
景
気
の
絶
頂
期
、
私
も
造
園
設
計
監
理
で
海
外
も
含
め
東
奔
西

走
の
多
忙
さ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
景
気
も
長
く
は
続
か
ず
、
3
年
後
に
バ
ブ
ル
景
気
は
崩
壊

し
た
。
同
時
に
仕
事
の
依
頼
も
底
を
つ
き
、
体
を
持
て
余
す
日
々
が
続
い
た
。
気
の
紛
ら
し
に
事
務

所
内
の
片
付
け
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
部
屋
の
隅
に
段
ボ
ー
ル
箱
を
見
つ
け
た
。
1
9
7
5
年
、
米
国

か
ら
帰
国
の
際
に
送
っ
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
ア
ル
バ
ム
と
住
居
や
ガ
ー
デ
ン
な
ど
の
雑
誌
に
紛
れ
て
い

た
ノ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
1
9
7
2
年
、
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
日
本
庭
園
の
管
理

に
従
事
し
て
い
た
折
に
石
組
や
植
栽
の
表
現
手
法
を
描
き
留
め
て
い
た
も
の
。
こ
の
ノ
ー
ト
を
見
た

時
、
天
に
も
昇
る
心
地
で
「
こ
れ
だ
」
と
叫
び
た
く
な
る
よ
う
な
心
境
で
あ
っ
た
。

早
速
、
20
数
年
培
って
き
た
技
術
と
デ
ザ
イ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
具
体
化
し
、
立
体
感
覚
と
イ
メ
ー
ジ

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
テ
キ
ス
ト
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
た
。
最
初
に
「
植
栽
の
デ
ザ
イ

ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
60
数
ペ
ー
ジ
を
描
き
上
げ
た
。
こ
の一冊
を
手
始
め
に
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ

イ
ン
塾
」
を
立
ち
上
げ
た
。
友
人
た
ち
の
力
添
え
で
20
数
人
の
受
講
者
が
集
ま
り
、
講
座
の
後
は

居
酒
屋
で
の
造
園
談
義
で
終
了
。
剛
と
柔
の
バ
ラ
ン
ス
を
兼
ね
備
え
た
塾
と
な
っ
た
。
毎
月
４
回
で

1
巻
終
了
。
一月
ご
と
に
2
巻
「
石
組
と
築
山
の
デ
ザ
イ
ン
」、
3
巻
「
滝
組
の
デ
ザ
イ
ン
」、
4
巻

「
池
と
流
れ
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
描
き
上
げ
、
5
巻
目
の
「
飛
び
石
と
園
路
の
デ
ザ
イ
ン
」
編
で
つ
ま
ず

い
た
。
飛
び
石
の
打
ち
方
に
お
い
て
「
何
故
、
ど
う
し
て
」
に
対
し
て
の
客
観
的
な
答
え
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し
ば
ら
く
た
って
螺
旋
階
段
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
２
ヶ
月
遅
れ
の
テ
キ
ス
ト
と
な

っ
た
。
次
に
「
蹲
踞
の
デ
ザ
イ
ン
」、
そ
し
て
「
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
7
巻
を
最
後
に
９
ヶ
月
で
全

巻
を
描
き
上
げ
た
。
自
然
の
形
態
と
美
的
要
素
の
本
質
を
探
り
、
そ
れ
を
具
体
的
に
表
現
し
理
論

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
デ
ザ
イ
ン
の
源
泉
は
自
然
に
あ
り
」
を
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

日
々
追
求
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
は
私
に
と
って
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。

小田原フラワーガーデン「渓流の梅林」　四季を通して観賞できるよう流れと梅林を一体化させた景観　2020年3月　筆者撮影
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令
和
4
年
度

一
般
社
団
法
人

日
本
庭
園
協
会
定
期
総
会

一
般
社
団
法
人
日
本
庭
園
協
会
は
、

2
0
2
2
（
令
和
４
）
年
3
月
11
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
総
会

を
開
催
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
収
ま
ら
な
い
中
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

評
議
員
会
の
開
催
は
見
送
る
こ
と
と
し
、

総
会
は
対
面
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
出
席

者
の
顔
が
見
え
る
方
式
で
あ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
と
し
た
。

【
総
会
】
午
後
１
時
30
分

司
会
＝
廣
瀬
慶
寛
技
術
委
員
長

正
会
員
5
3
4
名
中
出
席
者
2
7
5

名
（
内
委
任
状
出
席
2
3
3
名
）
で
、

定
款
十
九
条
に
よ
り
成
立
。
菊
地
正
樹
副

会
長
の
開
会
の
辞
、
高
橋
康
夫
会
長
の
挨

拶
の
後
、
会
長
が
議
長
と
な
り
、
議
事
録

作
成
者
に
小
沼
康
子
常
務
理
事
、
議
事
録

署
名
人
に
清
水
哲
也
理
事
、
桃
井
雅
彦
北

海
道
南
支
部
長
を
指
名
し
議
事
に
入
る
。

○
第
一
号
議
案
「
令
和
3
年
度
事
業
報
告

の
件
」

現
況
報
告
＝
加
藤
精
一
総
務
委
員
長

本
部
事
業
報
告
＝
加
藤
総
務
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

廣
瀬
技
術
委
員
長

　
　
　
　
　

小
沼
康
子
広
報
委
員
長

支
部
事
業
報
告
＝
廣
瀬
技
術
委
員
長

１

現
況
（
令
和
2
年
12
月
31
日
現
在
）

⑴
事
務
所
…
〒
1
6
9
︲
0
0
5
1

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
1
︲6
︲
3

フ
ェ
リ
オ
西
早
稲
田
3
0
1
号

電
話
…
０
３
（
3
2
0
4
）
0
5
9
5

E-m
ail

gsj20@
m

7.dion.ne.jp
U

RL
http://nitteikyou.org/

⑵
会
員
数（
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
前
年
比
）

正
会
員
5
2
1
名
（
10
減
）

特
別
会
員
／
名
誉
会
長・会
員
13
名（
2
増
）

維
持
会
員
10
社
（
1
減
）

学
生
会
員
2
名
（
増
減
無
し
）

総
会
員
数
5
4
6
名
（
9
減
）

⑶
本
部
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会
、
支

部
組
織
（
カ
ッ
コ
内
は
委
員
長
）

①
本
部
委
員
会
／
総
務
委
員
会
（
加
藤
精

一
）
財
務
委
員
会
（
加
藤
新
一
郎
）
技
術

委
員
会
（
廣
瀬
慶
寛
）
鑑
賞
研
究
委
員
会

（
高
橋
康
夫
）
広
報
委
員
会
（
小
沼
康

子
）
国
際
活
動
委
員
会
（
三
橋
一
夫
・

2
0
2
1
年
5
月
27
日
逝
去
・
以
降
代
理

高
橋
康
夫
）

②
特
別
委
員
会
／
文
化
財
指
定
庭
園
調
査

委
員
会
（
高
橋
康
夫
）
日
本
庭
園
協
会
賞

選
考
委
員
会
（
高
橋
康
夫
）
日
本
庭
園
協

会
賞
選
考
規
程
検
討
委
員
会
（
高
橋
良

仁
）
日
本
庭
園
協
会
設
立
百
周
年
記
念
事

業
委
員
会
（
高
橋
康
夫
）

③
支
部
（
カ
ッ
コ
内
は
支
部
長
）
／
北
海

道
南
支
部
（
桃
井
雅
彦
）
宮
城
県
支
部

（
竹
田
利
光
）
栃
木
県
支
部
（
清
水
一

樹
）
茨
城
県
支
部
（
飛
田
幸
男
）
埼
玉
県

支
部
（
山
田
祐
司
）
千
葉
県
支
部
（
岩
﨑

隆
）
東
京
都
支
部
（
鈴
木
康
幸
）
神
奈
川

県
支
部
（
米
山
拓
未
）
新
潟
県
支
部
（
小

林
紀
昭
）
石
川
県
支
部
（
宮
本
広
之
）
静

岡
県
支
部
（
伊
久
美
和
秀
）
愛
知
県
支
部

（
高
見
紀
雄
）
近
畿
支
部
（
山
田
拓
広
）

岡
山
県
支
部
（
三
宅
秀
俊
）
広
島
県
支
部

（
藤
原
忍
）
鳥
取
県
支
部
（
石
亀
靖
）
島

根
県
支
部
（
仲
佐
修
二
）
山
口
県
支
部

（
殿
井
正
敏
）
四
国
支
部
（
米
谷
進
吾
）

２

事
業
の
概
要

【
本
部
事
業
】

⑴
総
務
事
業

①
第
8
回
全
国
支
部
長
連

絡
協
議
会
本
部
主
催
・
z
o
o
m
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
開
催
（
２
・
20
）

②
（
一
社
）
日
本
庭
園
協
会
定
期
総
会

（
3
・
12
）
③
常
務
理
事
会
（
3
・
5
）

（
4
・
20
）
（
5
・
18
）
（
6
・
15
）

（
7
・
20
）
（
8
・
17
）
（
9
・
12
）

（
10
・
26
）
（
12
・
7
）
④
理
事
会

（
3
・
5
）
（
10
・
26
）

⑵
広
報
事
業

①
庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス

の
発
行
（
1
0
3
～
1
0
6
号
）
／
創

立
百
周
年
記
念
事
業
・
清
澄
庭
園
再
評

価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
清
澄
庭
園
を
国
指

定
名
勝
に
す
る
」
連
続
講
演
会
全
6
回

を
掲
載
②
G
S
J
ニ
ュ
ー
ス
（
は
が
き
）

の
発
行（
第
77
号
）

⑶
鑑
賞
研
究
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
十
分
配
慮
し
会
員
の
安

全
を
第
一
と
し
て
事
業
を
実
施
す
る
方
針

に
も
と
づ
き
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
、

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
実
施
な
ど
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
ふ
ま
え
、
講
演
会
お

よ
び
技
術
委
員
会
と
連
携
し
た
鑑
賞
会
・
一

般
市
民
向
け
の
鑑
賞
会
を
中
止
と
し
た
。

⑷
技
術
事
業

①
伝
統
庭
園
技
塾
／
宮
城

県
支
部
と
共
催
（
中
止
）
②
庭
園
技
術
連

続
基
礎
講
座
／
「
煎
茶
精
神
と
庭
～
そ
の

か
か
わ
り
を
さ
ぐ
る
」
加
藤
精
一
総
務
委

員
長
（
10
・
31
）
、
「
都
立
庭
園
の
冬
支

度
の
意
匠
」
北
村
葉
子
氏
（
公
財
）
東
京

都
公
園
協
会
文
化
財
庭
園
課
文
化
財
庭
園

係
長
（
11
・
28
）
③
み
ん
な
の
緑
学
／

「
現
代
日
本
庭
園
の
巨
匠
た
ち
・
斉
藤
勝

雄
」
和
田
新
也
氏
箱
根
植
木
（
株
）
代

令
和
4
年
3
月
11
日

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
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表
取
締
役
社
長
、
龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長

（
11
・
13
）
④
日
本
造
園
ア
カ
デ
ミ
ー
会

議
主
催
「
造
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
テ
ー
マ

「
災
い
転
じ
て
希
望
と
な
す
造
園
力
」
高

橋
康
夫
会
長
、
横
山
英
悦
氏
宮
城
県
支
部

会
員
（
9
・
11
、
12
）

⑸
国
際
活
動
事
業

国
土
交
通
省
「
海
外

日
本
庭
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ロ
シ
ア

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
中
央
植
物
園
日
本
庭
園

（
以
降
、
モ
ス
ク
ワ
日
本
庭
園
）
の
修
復

事
業
に
つ
い
て
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
収
束

し
な
い
状
況
に
よ
り
海
外
派
遣
を
取
り
や

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
及
び
修
復
計
画
書
（
令

和
2
年
度
作
成
：
日
本
語
）
の
ロ
シ
ア
語

に
翻
訳
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｖ
・

Ｌ
・
コ
マ
ロ
フ
記
念
植
物
研
究
所
ピ
ョ
ー

ト
ル
大
帝
植
物
園
主
催
の
国
際
学
術
会
議

「
日
本
庭
園
～
植
物
学
、
意
味
、
景
観
」

が
2
0
2
1
年
5
月
31
日
か
ら
4
日
間
に

わ
た
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
、
国
際
活

動
委
員
の
細
野
達
哉
氏
が
「
中
島
健
の
日

本
庭
園
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
」
と
題
し
、
国

土
交
通
省
委
託
の
「
令
和
2
年
度
海
外
日

本
庭
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
モ
ス
ク
ワ
日

本
庭
園
の
修
復
計
画
」
に
お
い
て
同
庭
園

の
作
庭
者
中
島
健
氏
に
つ
い
て
調
査
収
集

し
た
内
容
か
ら
、
氏
の
造
園
観
や
作
風
に

つ
い
て
分
析
し
た
成
果
を
発
表
し
た
。

令
和
2
年
度
海
外
日
本
庭
園
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
モ
ス
ク
ワ
日
本
庭
園
の
修
復

計
画
（
3
・
20
）
／
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
Ｖ
・
Ｌ
・
コ
マ
ロ
フ
記
念
植
物
研

究
所
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
植
物
園
主
催
の
国

際
学
術
会
議
「
日
本
庭
園
～
植
物
学
、
意

味
、
景
観
」
に
お
い
て
国
際
活
動
委
員
細

野
達
哉
氏
が
「
モ
ス
ク
ワ
日
本
庭
園
の
修

復
計
画
」
に
お
い
て
同
庭
園
の
作
庭
者
で

あ
る
中
島
健
氏
の
造
園
観
や
作
風
に
つ
い

て
分
析
し
た
成
果
を
発
表
（
5
・
31
）
／

昨
年
度
の
修
復
計
画
書
の
ロ
シ
ア
語
翻
訳

業
務
、
及
び
計
画
内
容
説
明
業
務
を
契
約

（
9
・
30
）
／
モ
ス
ク
ワ
日
本
庭
園
側
の

担
当
者
が
変
わ
っ
た
た
め
、
初
顔
合
わ
せ

と
な
る
z
o
o
m
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
（
10
・
19
）
／
都
市
緑
化
機
構
へ
修
復

計
画
書
（
ロ
シ
ア
語
版
）
の
印
刷
簡
易
製

本
提
出
（
12
・
16
）

【
支
部
事
業
】

◆
北
海
道
南
支
部

⑴
会
議
の
開
催

支
部
総
会
（
1
月
）
、

懇
親
会
（
中
止
）

⑵
技
術
事
業

講
習
会
等
は
中
止

◆
宮
城
県
支
部

⑴
技
術
事
業
①
東
日
本
大
震
災
復
興
記

念
庭
園
管
理
作
業
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
東

日
本
、
宮
床
老
人
会
参
加
（
4
～
11
月
・

毎
月
第
1
土
曜
日
）
②
日
本
造
園
ア
カ

デ
ミ
ー
会
議
造
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加

（
9・
11
～
12
）
③
ミ
ニ
講
座
／
「
グ
リ

ホ
サ
ー
ト
の
危
険
性
」
鎌
田
勉
氏
（
9
・

26
）
④
ミ
ニ
講
座
／
「
セ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
」
庄
司
晋
氏
（
10
・
29
）
⑤
ミ
ニ
講

座
・
ミ
ニ
講
座
企
画
提
案
会
議
（
11
・

27
）

◆
栃
木
県
支
部

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
事
業
中
止

◆
茨
城
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

第
8
回
全
国
支
部
長
連

絡
協
議
会
出
席
（
飛
田
）
（
2
・
20
）

⑵
技
術
事
業

①
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
講

習
会
（
笠
間
市
）
茨
城
県
造
園
技
能
士
会

協
賛
（
10
・
９
～
10
）
②
本
部
技
術
委
員

会
（
日
比
谷
公
園
）
龍
居
名
誉
会
長
に
よ

る
講
習
会
出
席
（
飛
田
）
（
11
・
13
）

◆
埼
玉
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

役
員
会
（
10
・
21
）

（
12
・
22
）

⑵
技
術
事
業

芸
術
祭
出
品
作
品
片
付

け
・
J
A
さ
い
た
ま
大
宮
緑
花
木
セ
ン

タ
ー
（
3
・
27
）

◆
千
葉
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

⑵
技
術
事
業

①
庭
園
見
学
会
・
会
員
作

品
の
見
学
（
７
～
８
月
）
②
モ
ル
タ
ル
造

形
実
技
講
習
会
（
８
～
９
月
）
③
山
河
を

愛
で
る
会
（
中
止
）

◆
東
京
都
支
部

⑴
会
議
の
開
催

役
員
会
議
（
4
月
、
5

月
、
7
月
、
9
月
、
11
月
）

⑵
技
術
事
業

韮
崎
大
村
美
術
館
庭
園
工

事
見
学
（
10
月
）

◆
神
奈
川
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
・
緊
急

事
態
宣
言
発
令
に
よ
り
中
止
②
役
員
会

（
11
・
13
）

⑵
技
術
事
業

①
瓦
土
塀
50
ｍ

土
塀
腰

積
み
講
習
会
（
４
・
28
～
30
）
②
瓦
粘
土

積
み
上
げ
／
長
田
幸
司
氏
（
５
・
23
）

（
５
・
30
）
③
瓦
粘
土
積
み
～
屋
根
下
地

（
６
・
６
）
（
６
・
26
～
27
）
④
屋
根
瓦

ふ
き
（
７
・
４
）
⑤
土
塀
屋
根
反
り
部
下

げ
縄
に
よ
る
土
塗
り
講
習
会
（
10
・
17
）

（
10
・
24
）

◆
新
潟
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
（
書
面
開

催
）
（
2
・
25
）
②
役
員
会
（
1
・
29
）

（
６
・
18
）
（
９
・
2
）
（
11
・
11
）

（
12
・
18
）
②
忘
年
会
（
12
・
18
）

⑵
技
術
事
業

①
『
備
忘
録

田
中
泰
阿

弥

第
二
章
』
発
刊
（
2
・
2
）
『
備

忘
録

田
中
泰
阿
弥

第
三
章
』
発
刊

（
４
・
６
）
『
備
忘
録

田
中
泰
阿
弥

第
四
章
』
発
刊
（
６
・
８
）
『
備
忘
録

田
中
泰
阿
弥

第
五
章
』
発
刊
（
８
・

６
）
②
支
部
主
催
伝
統
庭
園
技
塾
（
新
発

田
五
十
公
野
公
園
石
泉
荘
）
・
石
泉
荘
の

庭
園
の
鑑
賞
と
ア
カ
マ
ツ
剪
定
（
6
・
8

～
9
）
③
支
部
主
催
伝
統
庭
園
技
塾
（
貞

観
園
）
・
低
木
剪
定
（
6
・
29
）
④
支
部

主
催
伝
統
庭
園
技
塾
（
貞
観
園
）
・
低
木

剪
定
（
10
・
５
）
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◆
石
川
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
（
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
対
面
中
止
、
F
A
X
に
て
議
案

承
認
）
②
役
員
会
（
3
・
22
）
（
4
・

12
）
（
５
・
25
）

⑵
技
術
事
業

①
竹
垣
、
燈
籠
コ
モ
掛

け
、
縄
細
工
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
習
会
を

予
定
し
て
い
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

◆
静
岡
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

⑵
技
術
事
業

①
編
笠
門
作
製
講
習
会

（
毎
月
1
回
日
曜
日
）
②
石
積
み
・
日
干

し
レ
ン
ガ
土
塀
講
習
会
（
臥
雲
寺
）
（
概

ね
月
1
回
）
③
天
空
の
坪
庭
展
（
4
月
）

◆
愛
知
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
中
止
（
2

月
）
②
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
モ
ー
ト
会
議
中
止

（
４
月
）

⑵
技
術
事
業
①「
あ
い
ち
花
マ
ル
シ
ェ
ガ
ー

デ
ン
シ
ョ
ウ
」
に
て
「
ガ
ー
デ
ン
ト
ー
ク

シ
ョ
ウ
」「
落
葉
ア
ー
ト
」
参
加
（
名
古
屋

市
・
久
屋
大
通
庭
園
フ
ラ
リ
エ
）（
11
月
）

◆
近
畿
支
部

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
事
業
中
止

◆
岡
山
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

⑵
技
術
事
業

①
見
学
会
・
岡
山
後
楽
園

永
昌
橋
架
け
替
え
工
事
（
1
・
19
）

◆
広
島
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

支
部
総
会
（
３
・
１
）

◆
鳥
取
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会（
1
・
23
）

⑵
技
術
事
業

②
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

講
習
会
（
４
・
24
）

◆
島
根
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会

リ
モ
ー

ト
会
議
（
2
・
16
）
②
全
国
支
部
長
連
絡

協
議
会
出
席
（
リ
モ
ー
ト
会
議
）
（
2
・

20
）

⑵
技
術
事
業
①
庭
手
入
れ
（
安
来
市
・

安
松
軒
）
（
11
・
13
）
②
石
割
講
習
会

（
安
来
市
・
田
辺
石
材
）
（
11
・
20
）

◆
山
口
県
支
部

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
事
業
中
止

◆
四
国
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
書
面
に
よ
る
支
部
総

会
（
５
月
）
②
役
員
会
（
４
・
25
）

⑵
技
術
事
業

①
光
波
測
量
講
習
会
準
備

（
12
・
6
）

〇
第
二
号
議
案
「
令
和
3
年
度
収
支
決

算
、
会
計
監
査
報
告
の
件
」

決
算
報
告
＝
加
藤
財
務
委
員
長

監
査
報
告
＝
野
村
脩
監
事

収
支
決
算
報
告
お
よ
び
会
計
監
査
報
告

（
７
頁
参
照
）
が
説
明
さ
れ
た
。

〇
第
三
号
議
案「
令
和
4
年
度
事
業
計
画
」

組
織
方
針
＝
加
藤
総
務
委
員
長

本
部
事
業
説
明
＝
加
藤
総
務
委
員
長

支
部
事
業
説
明
＝
廣
瀬
技
術
委
員
長

令
和
4
年
度
事
業
計
画
の
概
要

◆
日
本
庭
園
協
会
組
織
方
針

一
昨
年
の
１
月
16
日
、
日
本
で
最
初
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
第
１
号
が

確
認
さ
れ
た
が
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
収
束
す
る
状
況
に
な
く
、
昨
年

は
何
度
か
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、

や
は
り
総
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
事
業
の

縮
小
も
し
く
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
当
協
会
は
「
会
員
一
人
で
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
ら
な
い
」
と

い
う
大
命
題
の
下
で
決
断
し
た
も
の
で
あ

り
、
会
員
の
皆
様
に
こ
の
決
断
に
対
し
て

ご
理
解
を
賜
っ
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。

今
年
度
も
現
在
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
急

激
に
拡
大
し
て
お
り
「
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
」
が
主
要
都
市
で
適
用
さ
れ
て
お

り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。
つ

い
て
は
今
年
度
も
「
会
員
一
人
で
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
ら
な
い
」

を
大
命
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
は
先
行
き
不
透
明
で
あ
り
、
企
画
し

た
事
業
に
つ
い
て
は
、
極
力
実
施
す
る
こ

と
と
す
る
が
、
感
染
拡
大
の
状
況
に
応
じ

て
臨
機
応
変
に
事
業
展
開
を
図
る
。

1

世
代
交
代
を
目
指
す

時
代
の
変
化
が
激
し
い
中
、
若
手
の
登

用
を
積
極
的
に
推
進
し
、
そ
の
感
性
に
よ

り
、
時
代
に
適
合
し
た
日
本
庭
園
協
会
の

運
営
を
目
指
す
。

2

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
今

年
度
も
対
面
方
式
に
よ
る
事
業
展
開
が
む

ず
か
し
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
積
極
的
に
活
用
し
、
事
業
の

推
進
を
図
る
。

３

公
園
誕
生
1
5
0
年
及
び
日
本
庭
園

協
会
創
立
1
0
5
周
年

2
0
2
3
年
は
公
園
誕
生
1
5
0
年

で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
庭
園
協
会
創
立

1
0
5
年
と
な
る
。
そ
こ
で
、
記
念
す

べ
き
周
年
を
踏
ま
え
て
様
々
な
団
体
と
の

連
携
を
視
野
に
周
年
事
業
に
つ
い
て
の
準

備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

４

様
々
な
事
業
展
開

地
球
温
暖
化
、
生
物
多
様
性
保
全
、

S
D
G
s
と
い
う
社
会
的
課
題
を
踏
ま

え
て
「
見
え
る
化
」
を
図
り
な
が
ら
積
極

的
に
各
事
業
を
展
開
す
る
。

〇
龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長
の
連
続
講
演
会

の
開
催

〇
庭
園
技
術
の
向
上
及
び
伝
統
庭
園
技
術

の
保
存
を
図
る

〇
庭
園
ニ
ュ
ー
ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
よ
り
最
新
情
報
を
速
や
か
に
伝
え
る

〇
市
民
に
開
か
れ
た
鑑
賞
会
の
実
施

〇
国
及
び
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
な
ど
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と
連
携
し
、
庭
園
技
術
を
世
界
に
伝
え
る

５

地
域
に
根
差
し
た
独
自
の
支
部
活
動

を
展
開
す
る

支
部
設
立
の
目
的
は
、
当
協
会
の
事
業

展
開
を
全
国
的
な
広
が
り
と
す
る
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
独
自
の
活
動
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
庭
園
文
化
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
全
国
支
部
長
連
絡
協
議
会
を
支
部

と
本
部
の
交
流
の
場
と
位
置
づ
け
、
よ
り

緊
密
な
事
業
展
開
を
進
め
る
。
特
に
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
各
支
部
と
の
交
流
や
鑑
賞

会
の
実
施
が
難
し
い
状
況
な
の
で
、
各
支

部
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
を
行
い
、
個

性
豊
か
な
事
業
展
開
を
図
り
、
本
部
と
一

体
と
な
っ
て
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
全
国
展
開

を
図
る
た
め
に
唯
一
支
部
が
な
い
九
州
支

部
の
設
立
を
目
指
す
。

【
本
部
事
業
】

⑴
総
務
事
業

①
会
議
の
開
催

定
期
総
会
3
月
開
催

／
理
事
会
全
2
回
春
・
秋
期
開
催
／
常

務
理
事
会
毎
月
1
回
程
度
開
催
。
以

降
、
随
時
開
催

②
各
委
員
会
の
若
手
起
用
を
積
極
的
に
行

い
、
当
協
会
組
織
の
活
性
化
を
目
指
す
③

日
本
庭
園
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
拡
充
を

図
る

④
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
活
動
が
で
き
る

よ
う
模
索
す
る

⑤
公
園
誕
生
1
5
0
年
&
日
本
庭
園
協
会

創
立
1
0
5
周
年
記
念
事
業
実
行
準
備
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る

⑥
龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長
ロ
ン
グ
ラ
ン
講

演
会
を
実
施
す
る

⑵
広
報
事
業

①
庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス
年
4
回
発
行
（
１

月
、
4
月
、
7
月
、
10
月
）
（
1
0
7
～

1
1
0
号
）

②
G
S
J
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
（
全
会
員
へ

の
は
が
き
通
信
）
、
本
部
及
び
支
部
共
催

の
事
業
計
画
に
従
い
随
時
発
行
予
定

③
（
一
社
）
日
本
庭
園
協
会
の
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成

⑶
鑑
賞
研
究
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

十
分
配
慮
し
て
安
全
を
第
一
と
し
て
事
業

を
実
施
す
る

①
一
般
市
民
に
向
け
た
鑑
賞
会
を
実
施
す

る
（
年
２
回
程
度
）

②
技
術
委
員
会
と
連
携
し
た
鑑
賞
会
を
実

施
す
る
（
秋
季
）

③
宿
泊
を
伴
う
鑑
賞
会
は
見
送
る

④
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
を
実
施
す
る
（
秋
季
）

⑷
技
術
事
業

①
伝
統
庭
園
技
塾
／
宮
城
県
支
部
と
共
催

「
高
木
枝
打
ち
剪
定
講
習
会
」

②
連
続
基
礎
講
座
／
５
月
よ
り
毎
月
最
終

日
曜
日
5
回
開
催
予
定

z
o
o
m
講
座

③
み
ん
な
の
緑
学
／
「
現
代
日
本
庭
園
の

巨
匠
た
ち
3
」
講
座
・
飯
田
十
基
先
生

（
５
・
13
）
「
現
代
日
本
庭
園
の
巨
匠
た

ち
4
」
講
座
・
小
形
研
三
先
生
（
後
期
）

④
共
催
講
座
・
見
学
会
／
各
支
部
と
本
部

の
共
催
講
座
・
見
学
会

⑸
国
際
活
動
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
収
束
を
見
極
め
な
が
ら
活
動
を
行
う
。

①
北
米
日
本
庭
園
協
会
（
N
A
J
G
A
）

と
連
携
し
、
日
本
庭
園
の
海
外
普
及
啓
発

に
努
め
る

②
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
と
連
携
し
、

技
術
等
協
力
を
行
う

③
欧
州
日
本
庭
園
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
に

向
け
協
力
を
行
う

④
海
外
日
本
庭
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
で
あ
る
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
中

央
植
物
園
日
本
庭
園
（
以
降
、
モ
ス
ク
ワ

日
本
庭
園
）
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業

計
画
は
前
年
度
で
終
了
し
た
が
、
今
後
も

モ
ス
ク
ワ
日
本
庭
園
関
係
者
と
連
携
を
図

り
、
さ
ら
な
る
庭
園
の
修
復
に
協
力
す
る

⑤
海
外
で
活
躍
さ
れ
た
日
本
の
造
園
家
の

研
究モ

ス
ク
ワ
日
本
庭
園
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
は
ひ
と
段
落
つ
い
た
が
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
将
来
的
に
継
続
さ
せ
る
た

め
に
も
中
島
健
先
生
の
研
究
を
行
い
、
海

外
庭
園
の
文
化
財
と
し
て
の
庭
園
保
護
に

努
め
る
。

【
支
部
事
業
】

◆
北
海
道
南
支
部

⑴
会
議
の
開
催

⑵
技
術
事
業

①
講
習
会

2
～
3
年
の

期
間
で
一
つ
の
作
品
を
つ
く
る

場
所
や

作
品
の
詳
細
は
検
討
中
②
見
学
会

金

沢
、
京
都
等

予
定
あ
り

◆
宮
城
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
役
員
会
（
12
月
）

⑵
技
術
事
業
①
東
日
本
大
震
災
復
興
記

念
庭
園
管
理
作
業
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

け
入
れ
）
（
3
～
11
月
・
毎
月
）
②
ミ
ニ

講
座
（
1
～
11
月
・
毎
月
28
日
）
③
仙
台

フ
ォ
ー
ラ
ス
に
て
支
部
会
員
の
作
品
展

支
部
の
情
報
発
信
基
地
と
す
る
（
3
月
未

定
）
④
伝
統
庭
園
技
塾
「
高
木
枝
打
ち
剪

定
講
習
会
」
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
社
会
状
況
な
ど
本
部
の
判
断
に
よ
る

◆
栃
木
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
の
開
催

⑵
技
術
事
業

①
庭
園
御
朱
印
帳
へ
の
取

組
み
②
そ
の
他

◆
茨
城
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
（
郵
送
）

（
3
月
）
②
反
省
会
・
忘
年
会
（
12
月
）

⑵
技
術
事
業

①
庭
園
見
学
会
（
5
月
）

（
11
月
）
②
講
習
会
（
11
月
）

＊
本
部
鑑
賞
会
や
他
支
部
の
事
業
に
も
積

極
的
に
参
加
す
る

◆
埼
玉
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会（
1
・
30
）
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⑵
技
術
事
業

①
研
修
会
（
2
・
4
）
（
6

月
）
（
9
月
）
②
作
品
発
表
会
（
12
月

◆
千
葉
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
新
年
会
（
1
月
）

⑵
技
術
事
業

①
研
修
会
・
内
容
未
定

（
3
月
）

◆
東
京
都
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
（
5
月
）

②
役
員
会
（
1
月
）
③
懇
親
会
（
8
月
）

（
11
月
）

⑵
技
術
事
業

①
庭
園
工
事
研
修
・
韮
崎

大
村
美
術
館
（
6
～
7
月
）

◆
神
奈
川
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
・
役
員
の

み
参
加
（
2
・
13
）
②
役
員
会
（
11
月
）

⑵
技
術
事
業

①
土
塀
講
習
会
（
3
月
中

止
）
②
土
塀
完
成
披
露
会
（
5
月
）
③
見

学
会
・
鎌
倉
市
内
庭
園
（
6
月
ま
た
は
9

月
、
10
月
）

◆
新
潟
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

⑵
技
術
事
業

①
支
部
主
催
伝
統
技
塾
研

修
会
（
未
定
）
②
勉
強
会
・
県
外
研
修

（
未
定
）
お
よ
び
県
内
研
修
（
未
定
）
③

本
部
共
催
研
修
事
業
・
全
国
支
部
長
連
絡

協
議
会
の
視
察
研
修
の
開
催
④
「
備
忘
録

田
中
泰
阿
弥
」
発
行

◆
石
川
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

⑵
技
術
事
業

①
竹
垣
講
習
会

竹
垣

竹
細
工
（
5
月
・
6
月
）
②
沼
津
垣
製
作

体
験
・
松
造
園
内
（
未
定
）
③
井
筒
蓋
、
燈

籠
コ
モ
掛
け
、
縄
細
工
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

（
11
月
）
④
研
修
会

北
山
台
杉
の
枝
打

ち
・
取
り
木
・
手
入
れ
（
京
都
市
藤
田
林
業

圃
場
）
（
未
定
）

◆
静
岡
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

⑵
技
術
事
業

①
編
笠
門
講
習
会
（
月
1

回
）
②
天
空
の
坪
庭
展
（
4
月
）
③
安
諸

塾
（
予
定
）

⑶
そ
の
他
の
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

◆
愛
知
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
中
止

⑵
技
術
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

状
況
を
み
て
見
学
会
（
他
県
を
予
定
）
時

期
未
定

◆
近
畿
支
部

⑴
会
議
の
開
催

⑵
技
術
事
業

会
員
拡
大
に
向
け
活
動

◆
岡
山
県
支
部

未
定

◆
広
島
県
支
部

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
か
ら
見
学
会
の
開

催
予
定
（
岡
山
県
真
庭
方
面
他
）

◆
鳥
取
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催
①
支
部
総
会（
2
・
11
）

⑵
技
術
事
業

①
県
内
文
化
財
的
庭
園
見

学
会
（
鳥
取
県
中
部
）
（
未
定
）

そ
の
他
、
他
支
部
と
の
交
流
と
情
報
交
換

◆
島
根
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
（
1
月
）

⑵
技
術
事
業

①
研
修
会

炭
窯
の
屋
根

（
茅
葺
）
の
補
修
、
野
点
・
新
潟
研
修

会
・
は
ち
み
つ
講
習
・
巨
石
巡
り
（
日
程

は
検
討
中
）

◆
山
口
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
、
幹
事
会

（
5
月
）

⑵
技
術
事
業

◆
四
国
支
部

⑴
会
議
の
開
催

①
支
部
総
会
（
5
月
）

②
役
員
会
（
3
・
5
）
（
4
・
2
）

⑵
技
術
事
業

①
光
波
測
量
講
習
会

（
1
・
30
延
期
）（
4
・
23
）
②
見
学
会

商
業
施
設
で
の
石
積
（
5
月
）
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
を
み
て
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
―
、
下

草
小
物
類
の
生
産
地
の
視
察
、
見
学
会
を

予
定

〇
第
四
号
議
案
「
令
和
4
年
度
予
算
説
明

の
件
」

予
算
説
明
＝
加
藤
財
務
委
員
長

令
和
4
年
度
収
支
予
算
（
8
頁
参
照
）

が
説
明
さ
れ
た
。

〇
第
五
号
議
案
「
役
員
改
選
の
件
」

趣
旨
説
明
＝
高
橋
会
長

今
回
の
役
員
改
選
は
、
任
期
満
了
と
三

橋
一
夫
理
事
の
逝
去
、
坂
井
昌
子
理
事
の

退
任
に
よ
る
補
充
及
び
若
手
の
登
用
、
支

部
長
交
代
に
伴
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

新
役
員
に
は
、
理
事
に
北
村
均
氏
と
曽

根
将
郎
氏
が
選
任
さ
れ
、
支
部
長
交
替
に

よ
り
評
議
員
に
伊
久
美
和
秀
氏
と
米
谷
進

吾
氏
、
新
た
に
伊
東
正
信
氏
、
内
山
貞
文

氏
、
北
村
葉
子
氏
、
小
林
裕
子
氏
、
竹
内

智
子
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
役
員

は
再
任
さ
れ
た
。

〇
第
六
号
議
案
「
総
会
議
決
事
項
の
委
任

の
件
」

趣
旨
説
明
＝
高
橋
会
長

総
会
に
お
い
て
議
決
す
べ
き
事
項
と
し

て
、
①
令
和
4
年
度
事
業
計
画
に
関
す
る

件
、
②
令
和
4
年
度
収
支
予
算
の
補
正
及

び
特
別
会
計
に
関
す
る
件
を
常
務
理
事
会

に
委
任
す
る
も
の
と
す
る
。

以
上
、
全
て
の
議
案
は
、
審
議
の
結
果

原
案
と
お
り
で
承
認
さ
れ
た
。

令
和
4
年
度
（
一
社
）
日
本
庭
園
協
会

定
期
総
会
は
内
田
均
副
会
長
の
閉
会
の
辞

に
よ
り
、
無
事
終
了
し
た
。
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収支計算書に対する注記
１.　資金の範囲 
資金の範囲には、現金及び預金、未収会費、立替金及び未払金、前受会費、仮受金を含めている。なお、
前期末及び当期末残高は、下記２. に記載するとおりである。 
２.　次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳  

現金及び預金
　　　合　　計
未払金
源泉所得税預り金
震災復興庭園寄付預り金
仮受金
　　　合　　計
次期繰越収支差額

科　　目 前期末残高 当期末残高
6,775,035
6,775,035

0
0
0
0
0

6,775,035

8,615,749
8,615,749
163,566

0
0
0

163,566
8,452,183

（単位：円）

（単位：円）

科　目 金　額 科　目 金　額

貸 借 対 照 表
2021 年 12 月 31 日現在 （単位：円）

Ⅰ　　資産の部 
　　１. 流動資産  
　　　　 現金

普通預金（みずほ）
振替貯金
通常貯金（ぱるる）
定期預金

　　　　流動資産合計
資産合計

Ⅱ　　負債の部
　　１. 流動負債

流動負債合計 
負債合計 

Ⅲ　　正味財産の部
　　１. 一般正味財産

正味財産合計  
　　　　負債及び正味財産合計 

31,000
1,448,727
7,040,679
95,343

0

8,615,749
8,615,749

163,566
163,566
163,566

8,452,183
8,452,183
8,615,749

科　　目 金　　額

財 産 目 録
2021 年 12 月 31 日現在 （単位：円）

Ⅰ　資産の部  
　　１. 流動資産  
　　　　　現金預金  

現金手許有高
  普通預金　みずほ銀行（メイン）　口座番号　1716382

普通預金　みずほ銀行（国際）　口座番号　1159951
普通預金　みずほ銀行（技術）口座番号　1159943
振替貯金　ゆうちょ銀行（寄付金）#00140-4-665089
振替貯金　ゆうちょ銀行（メイン）#00110-5-76081
通常貯金　ゆうちょ銀行（ぱるる）#00110-5-76081
定期預金　みずほ銀行
資産合計

Ⅱ　負債の部
　　１. 流動負債

未払金
負債合計

Ⅲ　正味財産  

31,000
1,267,722
1,000

180,005
133,907
6,906,772
95,343

0
8,615,749

163,566
163,566
8,452,183

監　査　報　告　書
　下記監事 3 名は、一般社団法人日本庭園協会において、会長の提出した 2019 年度における
会務の執行を総括した会費収入の「事業活動支出」の内訳並びに「収支決算書」「正味財産増
減計算書」「貸借対照表及び財産目録」等につき監査した。
　監査の結果、会務の執行は当該協会の定款に基づき誠実に行なわれており、正確に処理され
ていることをみとめます。
　　令和 4年　2月　3日 一般社団法人　日本庭園協会

監事　野村 脩／同　中村 寛／同　小泉 隆一

Ⅰ  事業活動収支の部
１, 事業活動収入

２, 事業活動支出

入会金収入
会費収入 受取会費
事業収益 講座収入

鑑賞研究講演会
鑑賞研究見学会
庭園協会賞講演会費
受託事業費

雑収益 受取利息
雑収益

事業活動収入計 

100,000
6,500,000
425,000
60,000
120,000

0
200,000

15
0

7,405,015

1,063,000
500,000
100,000
200,000

120,000
120,000

300,000
100,000
120,000
195,000
170,000

20,000
60,000

200,000
100,000

15,000
60,000

50,000
0

200,000

912,188
293,531
43,566

0

0
0

70,000
14,360

0
0

600

0
0

0
0

15,000
0

0
646,064

0

150,812
206,469
56,434
200,000

120,000
120,000

230,000
85,640
120,000
195,000
169,400

20,000
60,000

200,000
100,000

0
60,000

50,000
△ 646,064
200,000

35,000
6,510,500
88,000

0
0
0

600,000
17

184,520

7,418,037

65,000
△ 10,500
337,000
60,000
120,000

0
△ 400,000

△ 2
△ 184,520

△ 13,022

科　　　目 予算額 本年度決算額 増　減

収支計算書
2021 年 1月 1日から 2021 年 12 月 31 日まで

    1 事業費支出
1-1

1-2

1-3
　1-3-1

　1-3-2
　　

　1-3-3

　1-3-4

1-4

1-5

広報委員会費  
会報印刷費 
会報郵送料 
会報取材編集費
パンフレット作成費  
鑑賞研究委員会費  
鑑賞研究講演会費　　　　  
鑑賞研究見学会 
技術委員会費  
講座費 
講師謝礼 
講師旅費交通費 
事務・会場手伝い謝礼 
講座会場費 
講座用事務・消耗品費 
地方講演会費 
講師謝礼 
講師旅費交通費 
伝統庭園技塾 ( 仙台 ) 
講師謝礼 
講師旅費交通費 
文化財指定庭園調査会費 
文化財指定庭園保護協議会年会費 
文庭協総会負担金 
国際活動委員会費  
NAJGA 年会費 
国際交流費 
文化財指定庭園調査・修復費

80,000
100,000

10,000
100,000
28,000

1,000,000
240,000

250,000
6,000

40,000
50,000
10,000

100,000
140,000
500,000
60,000
50,000

1,000,000
154,000
100,000
160,000
10,000

600,000

0
0

14,230
104,882
14,000
960,000
240,000

198,000
0

78,254
0
0

230,692
129,142
158,406
77,000
45,198

1,021,423
184,800
75,553
160,000
14,000

40,000

80,000
100,000

△ 4,230
△ 4,882
14,000
40,000

0

52,000
6,000

△ 38,254
50,000
10,000

△ 130,692
10,858
341,594
△ 17,000
4,802

△ 21,423
△ 30,800
24,447

0
△ 4,000

②管理費支出
2-1

2-2

2-3
2-4
2-5

2-6

2-8

2-9 
2-10
2-11
2-12

2-13
2-14
2-15
百周年事業

定期総会費  
総会用事務・消耗品費 
庭園協会賞講演会費用 
会議費  
事務費  
会場費
役員交通費補助 
事務局職員給料
事務局職員交通費
ホームページ運営管理費
ウェブサイト管理費
サーバードメイン更新料
渉外慶弔祝賀費 
渉外費（関係団体賛助金）
慶弔費
支部活動お祝い金 
通信費  
郵便・配送費 
電話料 
事務用品・消耗品費  
宣伝広告費  
水道光熱費  
賃借料  
事務所家賃 
コピー機リース料 
銀行手数料等  
会計事務所顧問料 
諸雑費

式典記念講演製本  
  

経常費用計 
当期経常増減額
一般正味財産期首残高（昨年度残高）
次繰越収支差額 

8,481,000 5,740,889
1,677,148
6,775,035
8,452,183

2,740,111
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Ⅰ　事業活動収支の部
１, 事業活動収入

２, 事業活動支出

①入会金収入 入会金収入
②会費収入 受取会費
③事業収益 講座収入

鑑賞研究講演会
鑑賞研究見学会
庭園協会賞講演会費
受託事業費

④雑収益 受取利息
その他

事業活動収入計 

35,000
6,497,500
88,000

0
0
0

600,000
17

184,520

7,405,037

912,188
293,531
43,566

0

0
0

70,000
14,360

0
0

600

0
0

0
0

15,000
0

0
646,064

0

1,100,000
500,000
100,000
200,000

60,000
100,000

300,000
100,000
120,000
195,000
170,000

20,000
60,000

200,000
100,000

15,000
60,000

50,000
100,000
200,000

100,000
6,500,000
450,000
60,000
120,000

0
100,000

15
0

7,330,015

科　　　目 備考備考2021 年度実績 2022 年度予算額 2021 年度実績 2022 年度予算額

2022 年度予算書
2022 年 1月 1日から 2022 年 12 月 31 日まで （単位：円）

1 事業費支出
1-1

1-2

1-3
　1-3-1
　　

　1-3-2

　1-3-3
　　

　1-3-4
　　

1-4

1-5

広報委員会費
会報印刷費
会報郵送料
会報取材編集費
パンフレット作成費
鑑賞研究委員会費
鑑賞研究講演会費
鑑賞研究見学会 
技術委員会費
講座費
講師謝礼
講師旅費交通費
事務・会場手伝い謝礼
講座会場費
講座用事務・消耗品費
地方講演会費 
講師謝礼
講師旅費交通費
伝統庭園技塾
講師謝礼
講師旅費交通費
文化財指定庭園調査会費 
文化財指定庭園保護協議会年会費
文庭協総会負担金
国際活動委員会費
NAJGA 年会費
国際交流費
文化財指定庭園調査・修復費

0
0

14,230
104,882
14,000
960,000
240,000

198,000
0

78,254
0
0

230,692
129,142
158,406
77,000
45,198

1,021,423
184,800
75,350
160,000
14,000

40,000

80,000
100,000

10,000
100,000
28,000

1,000,000
240,000

250,000
6,000

100,000
50,000
50,000

250,000
140,000
200,000
80,000
50,000

1,000,000
190,000
100,000
80,000
14,000

600,000

ロングラン講演会
ほか

・モスクワ日本庭園
修復は 2022 年度の
見通し立たず

科　　　目

2　管理費支出
2-1

2-2

2-3
2-4
2-5

2-6

2-8 

2-9
2-10
2-11
2-12

2-13
2-14
2-15

百周年事業

事業活動支出予算計

定期総会費 
総会用事務・消耗品費
庭園協会賞講演会費用
会議費
事務費
会場費
役員交通費補助 
事務局職員給料
事務局職員交通費
ホームページ運営管理費
ウェブサイト管理費
サーバードメイン更新料
渉外慶弔祝賀費 
渉外費（関係団体賛助金）
慶弔費
支部活動お祝い金
通信費
郵便・配送費
電話料
事務用品・消耗品費
宣伝広告費
水道光熱費
賃借料
事務所家賃
コピー機リース料
銀行手数料等
会計事務所顧問料
諸雑費

式典記念講演製本
庭園学会誌復興庭園掲載号購入

Ⅰ　一般正味財産増減の部  
１, 経常増減の部
　（1）経常収益

（2）経常費用

①入会金収入 入会金収入
②会費収入 受取会費
③事業収益 講座収入

鑑賞研究講演会
鑑賞研究見学会
庭園協会賞講演会（総会）費
受託事業費
伝法院研修参加費

④雑収益 受取利息
雑収益

事業活動収入計

100,000
6,500,000
425,000
60,000
120,000

0
200,000

15
0

7,405,015

1,063,000
500,000
100,000
200,000

120,000
120,000

300,000
100,000
120,000
195,000
170,000

20,000
60,000

200,000
100,000

15,000
60,000

50,000
0

200,000

912,188
293,531
43,566

0

0
0

70,000
14,360

0
0

600

0
0

0
0

15,000
0

0
646,064

0

150,812
206,469
56,434
200,000

120,000
120,000

230,000
85,640
120,000
195,000
169,400

20,000
60,000

200,000
100,000

0
60,000

50,000
△ 646,064
200,000

35,000
6,510,500
88,000

0
0
0

600,000

17
184,52

0
7,418,037

65,000
△ 10,500
337,000
60,000
120,000

0
△ 400,000

△ 2
△ 184,520

△ 13,022

科　　　目 予算額 本年度決算額 増　減

（単位：円）

①事業費
1-1

1-2

1-3
　1-3-1
　　

　1-3-2
　　

　1-3-3
　　

　1-3-4

1-4

1-5

広報委員会費 
会報印刷費
会報郵送料
会報取材編集費
パンフレット作成費
鑑賞研究委員会費
鑑賞研究見講演会費
鑑賞研究見学会
技術委員会費
連続講座費
講師謝礼
講師旅費交通費
事務・会場手伝い謝礼
講座会場費
講座用事務・消耗品費
地方講演会費
講師謝礼
講師旅費交通費
伝統庭園技塾
講師謝礼
講師旅費交通費
文化財指定庭園調査会費
文化財指定庭園保護協議会年会費
文庭協総会負担金
国際活動委員会費
NAJGA 年会費
国際交流費
文化財指定庭園調査・修復費

80,000
100,000

10,000
100,000
28,000

1,000,000
240,000

250,000
6,000

40,000
50,000
10,000

100,000
140,000
500,000
60,000
50,000

1,000,000
154,000
100,000
160,000
10,000

600,000

0
0

14,230
104,882
14,000
960,000
240,000

198,000
0

78,254
0
0

230,692
129,142
158,406
77,000
45,198

1,021,423
184,800
75,553
160,000
14,000

40,000

80,000
100,000

△ 4,230
△ 4,882
14,000
40,000

0

52,000
6,000

△ 38,254
50,000
10,000

△ 130,692
10,858
341,594
△ 17,000
4,802

△ 21,423
△ 30,800
24,447

0
0

△ 4,000

科　　　目 予算額 本年度決算額 増　減

②管理費
2-1

2-2

2-3
2-4
2-5

2-6

2-8

2-9
2-10
2-11
2-12

2-13
2-14
2-15

　経常費用計
当期経常増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高

Ⅱ 正味財産期末残高

8,481,000 5,740,889
1,677,148
1,677,148
6,775,035

8,452,183

2,740,111

定期総会費
総会用事務・消耗品費
庭園協会賞後援会費
会議費
会議用事務・消耗品費
会場費
役員交通費補助
事務局職員給料
事務局職員交通費
ホームページ運営管理費
ウェブサイト管理費
サーバードメイン更新料
渉外慶弔祝賀費
渉外費（関係団体賛助金）
慶弔費
支部活動お祝い金
通信費
郵便・配送費
電話料
事務用品・消耗品費
宣伝広告費
水道光熱費
賃借料
事務所家賃
コピー機リース料
銀行手数料等
会計事務所顧問料
諸雑費
百周年記念事業
式典記念講演製本

正 味 財 産 増 減 計 算 書
2021 年 1月 1日から 2021 年 12 月 31 日まで

5,740,686 8,468,000
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緑
と
水
の
市
民
カ
レ
ッ
ジ
「
み
ん
な
の
緑
学
」
講
座

現
代
日
本
庭
園
の
巨
匠
た
ち
～
そ
の
作
庭
手
法
と
庭
園
観
～

第
１
回

岩い
わ

城き

亘せ
ん
た
ろ
う

太
郎

２
０
１
９
年
11
月
９
日

緑
と
水
の
市
民
カ
レ
ッ
ジ

【
岩
城
亘
太
郎
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

1
8
9
8
年
京
都
生
ま
れ
。
植
治
で
番

頭
を
務
め
、東
京
に
進
出
し
、岩
城
庭
園
研

究
所（
現（
株
）岩
城
）を
設
立
。
庭
匠
か
ら

作
庭
家
、造
園
家
へ
と
社
会
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
る
。
常
務
理
事
就
任
後
、伝
統
庭

園
実
技
研
修
会（
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公

園
）を
開
催
。
後
に「
伝
統
庭
園
技
塾
」と

改
め
、塾
長
と
し
て
第
８
回
ま
で
開
塾
し
、

次
代
を
担
う
後
進
育
成
に
と
植
治
伝
来
の

伝
統
技
法
を
伝
授
。
第
９
代
理
事
長
と
し

て
、『
庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス
』第
１
号
を
発

行
。
主
な
作
品
は
、迎
賓
館
赤
坂
離
宮
和
風

別
館
庭
園
、平
櫛
田
中
邸（
現
小
平
市
平
櫛

田
中
彫
刻
美
術

館
）庭
園
、古
峯

神
社
ほ
か
多
数
。

１
9
８
８
年
没
。

「
現
代
日
本
庭
園
の
巨
匠
た
ち
」
講
座
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

龍
居
竹
之
介
（
名
誉
会
長
）

最
近
、
日
本
庭
園
協
会
の
勉
強
会
な
ど

で
、
当
協
会
と
と
も
に
歩
ま
れ
た
優
れ
た

大
先
輩
に
つ
い
て
、
よ
く
存
じ
あ
げ
な
い

と
い
う
話
を
時
々
耳
に
す
る
。
そ
こ
で
、

一
つ
の
企
て
と
し
て
私
の
知
る
大
先
輩

方
の
横
顔
に
つ
い
て
語
る
こ
と
を
考
え

ま
し
た
。

実
は
、
昭
和
の
末
に
、
当
時
の
協
会
の

大
幹
部
で
あ
っ
た
３
人
の
方
が
立
て
続
け

に
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
薫
陶
を
得
た

門
下
生
と
い
う
べ
き
方
々
と
と
も
に
三
先

人
の
足
跡
を
讃
え
る
催
し
を
開
い
た
。
私

は
そ
の
催
し
の
最
後
を
「
三
先
人
に
学
ぶ

べ
し
、
た
だ
し
神
格
化
は
し
な
い
こ
と
」

と
締
め
く
く
っ
た
。
し
か
し
、
30
年
余
が

過
ぎ
た
今
、
現
実
は
神
格
化
す
る
ど
こ
ろ

か
、
逆
に
尊
名
も
存
じ
あ
げ
な
い
と
い
っ

た
空
気
さ
え
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
三
先
人
と
は
、
岩
城
亘
太
郎
（
１

８
９
８
-１
９
８
８
）、
斉
藤
勝
雄
（
１

８
９
３
-１
９
８
７
）、
小
形
研
三
（
１

９
１
２
-１
９
８
８
）
の
諸
氏
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
は
こ
の
方
々
と
そ
れ
以
前

に
長
逝
さ
れ
た
飯
田
十
基
氏
（
１
８
９
０

-１
９
７
７
）
を
加
え
た
４
人
の
方
に
つ

い
て
、
私
な
り
に
目
で
見
た
幾
ば
く
か
の

一
面
を
語
り
た
い
と
始
め
た
の
が
本
講
座

で
す
。

そ
れ
で
は
、
第
１
回
は
岩
城
亘
太
郎
さ

ん
を
取
り
上
げ
ま
す
。
ま
ず
は
亘
太
郎
さ

ん
の
お
孫
さ
ん
で
、
株
式
会
社
岩
城
の
現

社
長
で
あ
る
岩
城
隆
さ
ん
の
ご
登
場
で
す
。

祖
父
岩
城
亘
太
郎
の
横
顔

岩
城
隆
（
株
式
会
社
岩
城
代
表
取
締
役
）

は
じ
め
に

「
現
代
日
本
庭
園
の
巨
匠
」
の
第
１
回

に
私
の
祖
父
岩
城
亘
太
郎
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
ま
こ
と
に
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
思

い
つ
く
ま
ま
に
岩
城
亘
太
郎
（
以
降
、
亘

太
郎
）
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
い
い
ま
す

か
、
横
顔
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

亘
太
郎
は
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年
生

ま
れ
で
、
生
き
て
い
れ
ば
今
年
は
１
２
１

歳
で
す
が
、
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に

90
歳
で
亡
く
な
り
、
没
後
31
年
と
な
り
ま

す
。
な
か
な
か
の
長
寿
で
し
た
。

亘
太
郎
は
私
の
母
方
の
祖
父
に
な
り
ま

【
岩
城
隆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

岩
城
亘
太
郎
の
孫
。

1
9
5
6
年
生
ま
れ
、

東
京
都
出
身
。
大
学
卒

業
と
同
時
に
岩
城
造
園
株
式
会
社
に
入
社
。

現
職
株
式
会
社
岩
城
代
表
取
締
役
。
趣
味
：

読
書
、
音
楽
、
ド
ラ
イ
ブ
。
座
右
の
銘
：
人

格
以
上
の
庭
は
つ
く
れ
な
い
。
尊
敬
す
る

人
：
岩
城
亘
太
郎

す
。
な
ぜ
母
方
の
祖
父
な
の
に
岩
城
姓
か

と
い
い
ま
す
と
、
亘
太
郎
自
身
に
は
子
供

が
な
く
、
姪
で
あ
る
私
の
母
を
養
女
と
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
私
の
母
が
岩

城
と
い
う
姓
を
継
い
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

植
治
入
門

亘
太
郎
は
、
京
都
の
今
で
い
う
長
岡
京

市
と
い
う
と
こ
ろ
で
８
人
兄
弟
の
末
っ
子

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
家
は
農
家
で
、

豪
農
で
は
な
い
で
す
が
、
結
構
生
活
に
は

ゆ
と
り
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
植
治
こ
と
７
代
目
小
川
治
兵

衛
（
以
降
、植
治
）
を
そ
ば
で
見
て
お
り
、

い
ず
れ
植
治
に
入
門
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
は
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

植
治
は
1
8
6
0
（
万
延
元
）
年
の

生
ま
れ
で
、
1
9
3
3
（
昭
和
８
）
年
に

73
歳
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
当
時
と
し
て

は
長
生
き
で
し
た
。
実
は
、
植
治
も
養
子

で
、
18
歳
の
時
に
小
川
家
に
養
子
と
し
て

入
り
ま
し
た
。
旧
姓
は
山
本
で
、
そ
の
山

本
家
が
亘
太
郎
の
母
親
の
生
家
で
す
。
つ

ま
り
亘
太
郎
の
母
親
と
植
治
は
、
姉
弟
と
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財
団
法
人
長
尾
美
術
館
を
設
立
し
、
そ
こ

で
保
管
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
そ

れ
も
す
べ
て
流
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
晩
年
の
長
尾
欽
弥
は
寂
し
い
人
生
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
わ
ず
か
25
年

の
間
で
し
た
が
、
長
尾
夫
妻
は
太
く
短
く

い
い
時
代
を
過
ご
し
た
と
思
い
ま
す
。

長
尾
は
「
わ
か
も
と
」
で
得
た
莫
大
な

お
金
を
陸
軍
、
海
軍
や
政
界
へ
支
援
し
て

お
り
、
本
邸
に
は
そ
う
い
っ
た
関
係
の
人

達
が
集
ま
り
夜
な
夜
な
大
宴
会
を
し
て
い

た
と
い
う
話
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

だ
い
た
い
、
当
時
の
大
富
豪
と
い
う

方
々
は
、
こ
ぞ
っ
て
大
き
な
屋
敷
や
庭
園

を
つ
く
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
を
呼
ん
で
大

園
遊
会
を
す
る
と
い
う
の
が
流
行
り
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

亘
太
郎
は
宜
雨
荘
の
造
園
（
図
１
、２
）

に
、
足
掛
け
10
年
く
ら
い
掛
か
っ
た
そ
う

で
す
。
当
初
は
京
都
か
ら
東
京
に
出
張
と

い
う
形
で
来
て
い
ま
し
た
。
長
尾
は
京
都

か
ら
茶
人
や
大
工
な
ど
を
呼
び
、
彼
ら
は

本
邸
近
く
に
家
を
建
て
住
む
よ
う
に
な
っ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
人

が
岩
城
亘
太
郎
で
し
た
。

い
う
こ
と
で
す
。

亘
太
郎
は
16
歳
で
植
治
の
も
と
に
入
門

し
ま
し
た
。
叔
父
さ
ん
の
よ
う
に
な
り
た

い
と
い
う
あ
こ
が
れ
と
希
望
が
強
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
当
時
の
植
治
は
、
京

都
の
長
者
番
付
に
載
っ
て
い
た
と
い
う
ほ

ど
、
威
勢
が
よ
か
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
亘
太
郎
は
非
常
に
趣
味
の
多
い
人

で
、お
茶
、お
花
は
も
と
よ
り
、謡
や
能
、

あ
る
い
は
若
い
頃
に
は
ゴ
ル
フ
も
や
っ
て

い
て
、
そ
の
趣
味
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な

人
と
の
交
流
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
お
そ

ら
く
叔
父
で
あ
る
植
治
の
手
法
を
ま
ね
て

い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
植
治
の
家

は
京
都
の
三
条
白
川
に
あ
り
ま
し
て
、
近

く
の
祇
園
町
に
足
し
げ
く
通
っ
て
、
人
脈

を
つ
く
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
亘
太
郎
も

そ
れ
を
見
習
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
の
よ

う
な
異
業
種
交
流
会
と
い
う
の
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
一
つ
の
サ
ロ
ン
と
し
て
そ
う

い
う
場
に
出
入
り
し
て
、
顔
を
広
げ
て
、

仕
事
を
し
て
い
っ
た
、
一
つ
の
営
業
活
動

と
私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

東
京
進
出

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
頃
、
植
治
の

長
男
白
楊
（
1
8
8
2
-1
9
2
6
）
は
、

都
ホ
テ
ル
の
喜
寿
庵（
後
に
佳
水
園
庭
園
）

の
作
庭
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。
こ

の
庭
は
白
楊
と
亘
太
郎
の
共
作
だ
と
亘
太

郎
か
ら
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
完
成
の
2

年
後
、
1
9
2
6
（
昭
和
元
）
年
に
白
楊

は
45
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
す
。

亘
太
郎
が
上
京
す
る
き
っ
か
け
は
、
東

京
の
長
尾
欽
弥
邸
の
作
庭
を
植
治
が
受
け

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
植
治
と
長
尾
欽
弥

（
以
降
、
長
尾
）
と
の
接
点
は
詳
し
く
は

知
り
ま
せ
ん
が
、
東
京
深
沢
の
本
邸

（
宜ぎ

雨う

荘そ
う

）、
鎌
倉
別
邸
（
扇
湖
山
荘
）

の
作
庭
の
た
め
に
、
１
９
３
１
（
昭
和

６
）
年
に
亘
太
郎
は
上
京
し
ま
す
。
１
９

３
２
（
昭
和
７
）
年
か
ら
は
唐
津
の
隣
松

園
の
作
庭
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
翌
１
９

３
３
（
昭
和
８
）
年
の
暮
れ
に
植
治
は
亡

く
な
り
ま
す
。

長
尾
と
い
う
方
に
、
私
は
直
接
会
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
亘
太
郎
や
私
の

母
か
ら
話
を
聞
く
と
、
豪
傑
、
豪
快
な
方

だ
っ
た
よ
う
で
す
。１
９
２
９（
昭
和
４
）

年
、
長
尾
は
妻
よ
ね
と
と
も
に
「
合
資

会
社
栄
養
と
育
児
の
会
（
現
わ
か
も
と
製

薬
株
式
会
社
）」
を
設
立
し
栄
養
剤
「
若

素
（
わ
か
も
と
）」
を
売
り
出
し
ま
す
。

こ
れ
が
爆
発
的
に
売
れ
て
巨
万
の
富
を
得

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
薬
九
層
倍

と
よ
く
い
い
ま
す
が
、
一
つ
当
た
る
と
す

ご
く
儲
け
が
出
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

長
尾
夫
妻
が
本
邸
を
構
え
た
の
は
東
京

の
深
沢
で
、
敷
地
は
約
１
万
坪
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
土
地
は
、
東
京
信
託
株
式
会
社

が
関
東
で
初
め
て
郊
外
開
発
し
た
住
宅
地

で
し
た
。
東
京
急
行
電
鉄
（
東
急
）
の
鉄

道
路
線
、
通
称
「
玉
電
」
が
渋
谷
か
ら
出

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
土
地
を
分
譲
す
る

た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
新
し
く
駅
を
つ
く
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
全
５
０
０
区
画
、
１

区
画
１
０
０
０
坪
く
ら
い
を
最
低
単
位
と

し
た
お
屋
敷
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
ど
う

い
う
人
た
ち
が
購
入
し
た
か
と
い
う
と
、

主
に
軍
関
係
の
人
達
で
、
し
か
も
エ
リ
ー

ト
の
海
軍
の
上
級
将
校
た
ち
が
そ
の
辺
り

に
屋
敷
を
構
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

本
邸
は
、
現
在
の
都
立
深
沢
高
校
の
辺

り
で
、
敷
地
は
深
沢
高
校
の
倍
は
あ
っ
た

よ
う
で
、
庭
の
境
界
が
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま

で
な
の
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
の
広
さ

だ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
戦
後
は
、

財
閥
解
体
や
会
社
内
で
の
労
働
争
議
な
ど

に
よ
り
、
長
尾
は
す
べ
て
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
収
集
し
た
美
術
品
も
一
時
は

図1	 宜雨荘完成時は7,500坪の大邸宅　数寄屋造りの邸宅
	 (設計は大江新太郎）の前に緩やかな起伏の芝庭が広
	 がる(撮影1930年頃　長尾資料館提供）

図２	 宜雨荘流れ施工中
	 (撮影1931～40年頃	
	 長尾資料館提供）
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5
、
6
年
で
帰
る
つ
も
り
が
、
東
京
に

居
を
構
え
て
、
こ
こ
で
や
ろ
う
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
亘
太
郎
の
胸
中
を
察
し
ま
す

と
、
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
宜
雨
荘
の
造
園
に
掛

か
っ
て
る
頃
、
植
治
は
他
界
す
る
前
後
で

す
し
、
白
楊
は
と
う
に
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
状
況
で
亘
太
郎
も
断
腸
の
思

い
で
東
京
に
居
を
移
し
、
足
場
を
つ
く
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
想
像
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
東
京
だ
と
、
京
都

で
は
な
い
ん
だ
と
、
そ
れ
を
後
押
し
し
た

の
が
、
お
そ
ら
く
長
尾
夫
妻
だ
と
思
い
ま

す
し
、
亘
太
郎
本
人
か
ら
も
そ
の
よ
う
な

話
を
聞
き
ま
し
た
。

長
尾
関
係
の
仕
事
が
一
通
り
終
わ
っ

て
、
1
9
3
9
（
昭
和
14
）
年
に
岩
城
庭
園

研
究
所
を
世
田
谷
区
深
沢
の
地
に
開
設
し

ま
し
た
。そ
れ
か
ら
約
80
年
経
っ
て
い
ま
す
。

私
が
、
亘
太
郎
の
代
表
作
を
三
つ
挙
げ

る
と
す
れ
ば
、一
つ
に
は
、1
9
6
4
（
昭

和
39
）
年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
に
開
業
し
た

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の
日
本
庭
園
、

1
9
7
8
（
昭
和
53
）
年
、
栃
木
県
鹿
沼

の
古
峯
神
社
の
古
峯
園
（
図
３
）、
三
つ

目
は
、
伊
勢
神
宮
内
宮
の
松
下
幸
之
助
が

奉
納
し
た
茶
室
の
露
地
（
図
４
）
で
す
。

こ
の
三
つ
は
私
も
亘
太
郎
に
つ
い
て
回
っ

て
、
亘
太
郎
自
身
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
薫
陶

を
受
け
ま
し
た
。

晩
年
の
岩
城
亘
太
郎

私
は
、
32
年
間
、
亘
太
郎
と
寝
食
を
共

に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
薫
陶
を

受
け
ま
し
た
。
祖
父
母
、
父
母
と
私
の
兄

弟
と
姉
の
家
族
の
他
、
泊
ま
り
込
み
の
社

員
１
名
、
お
手
伝
い
さ
ん
が
２
人
と
犬
が

１
匹
と
い
っ
た
大
家
族
で
あ
り
ま
し
た
。

数
寄
屋
造
り
の
大
き
な
家
に
32
年
間
一
緒

に
暮
ら
し
ま
し
た
が
、
私
は
た
だ
の
一
度

も
亘
太
郎
か
ら
叱
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
き
な
声
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
何
と
い
い
ま
す
か

泰
然
自
若
と
し
た
姿
を
見
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
大
家
族
の
頂
点
に
君
臨
し
て
い
た

の
は
、亘
太
郎
の
妻
え
い
で
す
。え
い
が
、

小
言
を
亘
太
郎
に
言
っ
て
も
糠
に
釘
と
い

い
ま
す
か
、
柳
の
木
の
よ
う
に
、
さ
ら
さ

ら
と
か
わ
し
て
、
す
っ
と
ど
こ
か
に
行
っ

て
し
ま
う
と
い
っ
た
よ
う
に
か
わ
す
の
も

非
常
に
う
ま
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
も
、
そ
の
よ
う
な
立
ち
居
振
る
舞
い

を
習
っ
て
、
な
る
べ
く
怒
ら
な
い
、
争
わ

な
い
と
い
う
こ
と
を
信
条
と
し
て
、
日
々

生
活
し
て
お
り
ま
す
。

晩
年
の
亘
太
郎
の
一
日
を
ご
紹
介
し
ま

す
と
、
夜
は
宵
っ
張
り
で
朝
は
遅
か
っ
た

よ
う
で
す
。
朝
は
か
な
ら
ず
朝
風
呂
に
入

り
ま
す
。
そ
の
後
お
経
を
読
み
ま
し
て
、

11
時
く
ら
い
に
朝
食
を
と
り
ま
す
。
だ
い

た
い
焼
き
魚
と
生
卵
二
つ
、
焼
き
の
り
、

お
ひ
た
し
、
鶏
の
レ
バ
ー
な
ど
に
ご
は
ん

と
味
噌
汁
で
、毎
日
同
じ
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー

で
し
た
。
食
後
に
は
抹
茶
を
一
服
飲
ん
で

お
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
鮮
明
に
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。
と
に
か
く
健
啖
家
で
、
食
べ

る
こ
と
が
大
好
き
な
亘
太
郎
で
し
た
。

印
象
的
な
の
は
、
す
っ
ぽ
ん
屋
で
す
。

京
都
の「
大
市
」と
い
う
す
っ
ぽ
ん
屋
に
私

も
よ
く
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

す
っ
ぽ
ん
料
理
は
精
が
つ
く
よ
う
で
、
元

気
の
源
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
り
、
規
則

正
し
い
生
活
を
し
て
、
晩
年
は
お
酒
も
ほ

と
ん
ど
飲
む
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。た
だ
、ダ
ン
ヒ
ル
の
タ
バ
コ
だ
け
は
、

ダ
ン
ヒ
ル
の
ラ
イ
タ
ー
と
共
に
死
ぬ
ま
で

手
放
さ
ず
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
く
る

と
、
大
島
の
着
物
を
着
流
し
で
着
て
、
出

掛
け
る
と
き
は
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
靴
ま

で
全
部
舶
来
物
で
誂
え
て
お
り
ま
し
た
。

と
て
も
粋
で
お
し
ゃ
れ
な
お
じ
い
さ
ん

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
亘
太
郎
を
語
る
上
で
大
事
な

２
人
の
キ
ー
マ
ン
と
し
て
、
植
治
こ
と
７

代
目
小
川
治
兵
衛
、
そ
し
て
長
尾
欽
弥
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
２
人
と
の
出
会
い

が
な
け
れ
ば
、
違
っ
た
人
生
を
歩
ん
で
い

た
と
思
い
ま
す
し
、
私
も
こ
の
場
に
い
な

い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

生
前
、「
人
格
以
上
の
庭
は
つ
く
れ
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く
よ
く
言
っ
て
お

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
な
り
に
解
釈
す
る

と
、
い
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
自
分

の
人
格
を
磨
け
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
精
進
し

て
、
さ
ら
に
良
い
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
岩
城
亘
太
郎
の
人

と
な
り
が
皆
様
に
少
し
で
も
お
伝
え
で
き

れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
文
中
、
敬
称
略
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

図４	 伊勢神宮の茶庭工事中の庭門で職人さん
	 と挨拶を交わす
	 (『庭別冊42』建築資料研究社、1985）

図３	 古峯神社ヒノキの巨木と遠景の山並み	
	 (『庭別冊42』建築資料研究社、1985）
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神
様
の
よ
う
に
偉
い
人
だ
と
思
っ
て
い
た

そ
う
で
、
近
寄
り
が
た
い
と
こ
ろ
も
あ
っ

て
、
そ
の
分
だ
け
、
息
子
の
白
楊
と
つ
な

が
り
が
強
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
と
が
亘
太
郎
に
と
っ
て
は
幸
い

だ
っ
た
の
で
す
。
白
楊
は
１
９
２
６
（
昭

和
元
）
年
に
45
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
。
亡

く
な
っ
て
か
ら
、
こ
ん
な
に
白
楊
の
友
達

が
い
た
の
か
と
い
う
ほ
ど
に
旅
館
の
主
人

や
お
坊
さ
ん
な
ど
と
の
付
き
合
い
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

白
楊
は
、
庭
の
材
料
で
あ
る
石
材
に
詳

し
く
、
石
灯
籠
や
手
水
鉢
な
ど
、
そ
し
て

発
掘
し
た
瓦
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
も

非
常
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
亘
太
郎
は

白
楊
か
ら
「
技
と
美
へ
の
目
」
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。
後
年
に
な
っ
て
亘
太
郎
が
、

た
い
へ
ん
石
造
品
に
詳
し
か
っ
た
と
い
う

の
は
、
白
楊
の
影
響
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

何
が
美
し
い
、
ど
う
い
う
も
の
が
い
い
の

か
と
い
う
鑑
識
眼
を
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
白
楊
か
ら
習
い
覚
え
て
い
た
と
私

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
亘
太
郎
に
と
っ
て

は
、
白
楊
が
人
間
形
成
の
上
で
大
き
な
力

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
白
楊
が
早
く
亡
く
な
っ
た
こ
と

で
、
自
分
が
独
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
に
至
っ
た
の
で
す
。

独
立
に
あ
た
っ
て
、
白
楊
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
友
人
た
ち
が
大
変
力
に
な
り
ま
し

た
。
私
の
父
、
龍
居
松
之
助
（
1
8
8
4
-

1
9
6
1
）
も
そ
の
一
人
で
し
た
。

実
は
白
楊
は
、
造
園
の
学
校
を
つ
く
り

た
か
っ
た
の
で
す
。
造
園
の
学
校
が
必
要

だ
と
言
っ
て
、
京
都
と
奈
良
の
間
ぐ
ら
い

に
学
校
の
敷
地
に
す
る
よ
う
な
土
地
を
物

色
し
て
歩
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
一
緒

に
歩
き
ま
わ
っ
て
い
た
の
が
松
之
助
（
註
１
）

で
し
た
。
白
楊
は
、
非
常
に
先
を
読
む
こ

と
の
で
き
る
庭
師
で
し
た
。
亘
太
郎
は
、

白
楊
と
松
之
助
と
の
交
流
か
ら
夢
の
抱
き

方
を
学
び
ま
し
た
。

亘
太
郎
は
植
治
と
い
う
大
親
方
の
甥

で
、
端
か
ら
は
植
治
の
一
族
と
見
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
一
時
、
こ
の
植
治
に
わ
ら
じ
を
脱

い
で
い
た
斉
藤
勝
雄
（
1
8
9
3
-

1
9
8
7
）
は
、
後
に
酒
の
席
で
、
そ
こ
で

の
経
験
を
話
し
て
い
ま
す
。「
岩
城
さ
ん
は

飯
食
う
の
は
座
敷
だ
っ
た
よ
な
。
私
ら
は
板

の
間
だ
よ
」、「
今
み
た
い
に
こ
ん
な
に
気
安

く
話
を
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
こ
の
人
は

偉
い
ん
だ
か
ら
」
と
。
こ
の
よ
う
に
一
族
で

あ
る
亘
太
郎
と
修
行
中
の
斉
藤
と
は
、
格
差

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
亘
太
郎
に

と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
地
位
に
い
た
こ
と

で
、
人
に
恵
ま
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン
ス

に
も
恵
ま
れ
、
勉
強
の
面
で
は
得
を
し
た
人

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

●
「
仰
角
大
借
景
庭
園
」
と

「
露
地
」
の
作
庭
経
験

植
治
が
一
番
売
れ
た
の
は
、
京
都
の

南
禅
寺
界
隈
で
の
作
庭
で
し
ょ
う
。
１

９
０
６
（
明
治
39
）
年
頃
か
ら
塚
本
与

三
次
（
１
８
８
４
-
１
９
３
４
）
は
、

東
山
の
山
麓
に
別
荘
地
開
発
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。
今
の
南
禅
寺
界
隈
で

野
村
別
邸
（
碧
雲
荘
）、
細
川
別
邸
（
怡

園
）
や
岩
崎
別
邸
（
流
響
院
）
な
ど
関

西
や
東
京
の
実
業
家
が
別
荘
を
設
け
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
屋
敷
に
植
治
が
専
属

で
庭
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
一
帯
の
作
庭
を
通
じ
て
、
東
山
を

借
景
と
し
た
大
規
模
な
庭
づ
く
り
を
植
治

が
確
立
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
亘
太
郎
が
学
ん
だ
借
景
庭
園
は
、
雄
大

な
景
色
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
自
分
の
庭
を
歩

く
、
そ
う
い
う
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
庭
園
を
私
な
り
に
名
付
け
た

の
が
、「
仰
角
大
借
景
庭
園
」
で
す
。

一
方
で
露
地
、
い
わ
ゆ
る
茶
庭
も
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
眺
め
る
庭
と
使
う
庭
と
両

方
を
学
べ
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
力
に

な
り
ま
し
た
。

●
財
閥
、
政
治
家
、
茶
人
、

建
築
家
と
知
遇

東
山
を
望
む
南
禅
寺
界
隈
に
別
荘
を
設

け
た
の
は
、
明
治
期
の
財
閥
、
政
治
家
、

私
説
・
岩
城
亘
太
郎
師
の
人
と
仕
事
を
読
む　
　
　
　
　

龍
居
竹
之
介
（
名
誉
会
長
）

岩
城
隆
社
長
か
ら
の

お
話
と
ダ
ブ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
違
っ
た
目
で
岩
城
亘
太
郎
師
を
見

て
い
る
こ
と
で
勘
弁
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

１
．
岩
城
亘
太
郎
師
の
時
に
応
じ
た
動
き

（
１
）
植
治
で
の
修
業
期

●
小
川
治
兵
衛
に
庭
匠
の
あ
り
方
を
学

び
、
小
川
白
楊
に
技
と
美
へ
の
目
、
人
の

知
り
方
、
夢
の
抱
き
方
を
学
ぶ

岩
城
亘
太
郎
が
、「
庭
匠
の
あ
り
方
を

学
ん
だ
」
の
は
、
叔
父
の
７
代
目
小
川
治

兵
衛
（
以
降
、
植
治
）（
1
8
6
0
-

1
9
3
3
）
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
植

治
の
息
子
で
将
来
８
代
目
を
継
ぐ
は
ず
の

小
川
白
楊
（
1
8
8
2
-1
9
2
6
）
で
し

た
。
白
楊
が
、
亘
太
郎
の
面
倒
を
み
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
亘
太
郎
も
白
楊
を

兄
貴
分
と
し
て
慕
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

亘
太
郎
は
京
都
か
ら
少
し
西
、
現
在
の

長
岡
京
市
の
出
身
で
す
。
植
治
も
そ
こ
の

出
身
で
、
郷
里
で
は
、
京
都
に
出
て
大
成

功
し
た
人
と
し
て
評
判
で
し
た
。
亘
太
郎

は
、
小
さ
い
頃
か
ら
京
都
の
お
じ
さ
ん
は
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茶
人
、
建
築
家
と
い
っ
た
多
彩
な
、
し
か

も
地
位
的
に
た
い
へ
ん
高
い
人
達
で
す
。

そ
の
屋
敷
の
庭
を
つ
く
り
、
管
理
す
る
こ

と
で
、
当
然
、
屋
敷
の
主
人
と
の
付
き
合

い
も
深
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
知

遇
も
、
植
治
で
の
修
行
期
に
亘
太
郎
が
得

た
大
き
な
動
き
方
で
し
た
。

（
2
）「
植
治
」
内
で
の

        

自
己
形
成
期
か
ら
独
立
へ

●
京
都
か
ら
東
京
へ
の
舞
台
転
換

白
楊
が
亡
く
な
る
と
、「
植
治
」
内
で

の
亘
太
郎
の
地
位
も
微
妙
と
な
り
、
京
都

か
ら
東
京
へ
と
い
う
ル
ー
ト
が
自
然
に
で

き
る
わ
け
で
す
。
現
在
の
国
際
文
化
会
館

の
場
所
に
、
植
治
が
庭
を
つ
く
る
こ
と
に

な
り
、「
植
治
」
の
東
京
支
店
が
で
き
ま

し
た
。
1
9
3
2
（
昭
和
７
）
年
、
亘
太

郎
は
東
京
支
店
の
支
店
長
と
い
う
こ
と
で

東
京
に
出
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
1
9
3
9
（
昭
和
14
）
年
に

岩
城
庭
園
研
究
所
の
看
板
を
出
し
て
独
立

し
ま
し
た
。
独
立
の
際
、
力
に
な
っ
た
の

が
、
後
の
「
わ
か
も
と
製
薬
株
式
会
社
」

の
創
業
者
長
尾
欽
弥
（
１
８
９
２
-
１

９
８
０
）
と
い
う
人
物
で
し
た
。
長
尾
関

係
の
大
き
な
仕
事
を
進
め
て
い
け
る
と
い

う
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
と
き
で
し
た
。

●
京
都
で
の
知
遇
を
基
本
に

東
京
で
そ
れ
を
さ
ら
に
増
や
す

長
尾
と
の
知
遇
は
、
琵
琶
湖
の
ほ
と
り

に
長
尾
が
設
け
た
「
隣
松
園
」
に
は
じ
ま

り
ま
す
。隣
松
園
と
は
名
木「
唐
崎
の
松
」

の
隣
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
要
す

る
に
、庭
の
目
の
前
は
琵
琶
湖
で
す
。「
隣

松
園
（
図
５
、
６
）」
で
は
、
庭
づ
く
り

の
ス
タ
イ
ル
の
幅
が
広
が
り
、「
広
角
水

平
借
景
庭
園
」
を
体
現
し
ま
し
た
。

「
広
角
水
平
借
景
庭
園
」
は
、
目
の
前

に
広
が
る
琵
琶
湖
と
さ
ら
に
湖
水
を
へ
だ

て
た
対
岸
ま
で
も
庭
園
に
取
り
込
ん
で
い

ま
す
。

も
う
一
つ
、長
尾
の
別
荘「
扇
湖
山
荘
」

の
庭
（
図
７
、
８
、
9
）
も
手
掛
け
ま
し

た
。
こ
こ
は
鎌
倉
の
山
の
上
に
位
置
し
て

お
り
、
山
の
上
か
ら
望
む
景
色
の
先
に
扇

型
の
海
が
見
え
る
と
い
う
借
景
の
庭
で

す
。
私
は
、
こ
れ
を
「
立
体
借
景
庭
園
」

と
呼
び
ま
す
。
仰
ぎ
見
る
借
景
、
水
平
に

広
が
る
借
景
と
俯
瞰
す
る
借
景
と
い
う
よ

う
に
、
亘
太
郎
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
技
を
学
ん

で
い
き
ま
し
た
。

●
室
内
の
庭
と
ビ
ル
屋
上
の
庭
へ
の

関
心
度
の
高
さ
増
大

東
京
に
出
て
、
一
番
に
関
心
を
持
っ
た

の
は
、室
内
の
庭
と
ビ
ル
の
屋
上
の
庭
で
す
。

亘
太
郎
が
東
京
に
出
て
き
て
間
も
な
い

頃
、
長
尾
の
仕
事
の
相
談
に
松
之
助
を
訪

図５	 隣松園マツと芝生越しに琵琶湖を望む
	 (撮影年不明　長尾資料館提供)

図９	 扇湖山荘沢状地形を活かした茶庭（右奥は茶室）
	 (昭和30年代頃　長尾資料館提供）

図７	 扇湖山荘山の上に建つ別荘２階から相模湾を望む
	 (撮影年不明　長尾資料館提供）

図６	 隣松園伸びやかな芝生に白砂の小径
	 (撮影年不明　長尾資料館提供）

図８	 扇湖山荘頂部の山荘母屋から南斜面に続く修景
	 (撮影年不明　長尾資料館提供）
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ね
て
我
が
家
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
あ
い
に

く
父
は
留
守
で
、
近
所
の
喫
茶
店
で
３
、

４
時
間
待
た
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
喫
茶
店

内
に
庭
が
あ
っ
た
の
で
す
。待
つ
間
に「
室

内
の
庭
園
は
面
白
い
、
も
っ
と
考
え
よ

う
」
と
思
い
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
新
宿
に
あ
っ
た
百
貨
店
「
ほ
て

い
屋
」
の
屋
上
に
行
く
と
、
そ
こ
に
も
庭

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
も
っ
と
工

夫
し
た
ら
面
白
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

東
京
に
出
て
き
て
か
ら
、
亘
太
郎
が
つ
か

ん
だ
ヒ
ン
ト
が
室
内
や
屋
上
な
ど
の
商
売

を
す
る
場
所
で
す
。
邸
宅
の
庭
を
つ
く
る

と
い
う
の
と
は
、
視
点
が
ち
が
っ
て
い
ま

す
。
人
工
的
な
空
間
の
庭
に
も
頭
が
働
い

て
い
る
。
頭
の
い
い
人
だ
と
思
わ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

亘
太
郎
は
、
長
尾
邸
の
よ
う
な
大
き
な

邸
宅
の
庭
を
つ
く
る
だ
け
で
は
な
く
、

も
っ
と
視
野
の
広
い
人
で
し
た
。
東
京
へ

来
て
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
蓄
積

し
、
知
恵
を
膨
ら
ま
せ
て
い
き
ま
し
た
。

（
３
）
蓄
積
し
た
才
覚
を
現
し
た

　
　

終
戦
直
後
の
動
き

●
三
軒
茶
屋
の
西
の
住
人
の
華
や
か
さ
に

対
し
、
南
の
住
人
は
庭
に
こ
だ
わ
る

終
戦
直
後
、
東
京
の
庭
社
会
で
一
番
華

や
か
だ
っ
た
の
は「
東
京
植
木
」で
し
た
。

世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
の
西
、
太
子
堂
に
会

社
は
あ
り
、
私
は
勝
手
に
「
西
の
住
人
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
横
溝
政
吉
さ
ん
と

い
う
頭
の
い
い
大
親
方
が
率
い
る
会
社
で

特
別
調
達
庁
が
発
注
す
る
仕
事
を
表
看
板

と
し
て
受
け
て
い
ま
し
た
。

特
別
調
達
庁
は
、
進
駐
軍
（
占
領
下
に

お
け
る
連
合
軍
部
隊
）
や
日
本
政
府
の
需

要
す
る
物
資
や
役
務
の
調
達
を
担
っ
て
お

り
、
進
駐
軍
の
キ
ャ
ン
プ
の
管
理
業
務
な

ど
に
も
関
係
し
て
い
ま
し
た
。

終
戦
ま
も
な
い
昭
和
20
年
代
初
め
は
、

普
通
に
考
え
て
も
庭
関
連
の
仕
事
の
な

か
っ
た
時
期
で
す
。
そ
れ
ま
で
庭
の
仕
事

を
し
て
い
た
人
の
多
く
は
、
進
駐
軍
キ
ャ

ン
プ
の
仕
事
に
行
く
よ
う
に
な
る
わ
け
で

す
。
東
京
の
植
木
屋
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

東
京
以
外
の
植
木
屋
さ
ん
も
キ
ャ
ン
プ
の

仕
事
を
仕
切
っ
て
い
た
「
東
京
植
木
」
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
「
南
の
住
人
」
と

私
が
呼
ん
で
い
た
の
が
亘
太
郎
で
す
。
こ

ち
ら
は
、
同
じ
世
田
谷
区
の
深
沢
で
太
子

堂
の
南
西
に
あ
た
り
ま
し
た
。
亘
太
郎
は

公
共
的
な
仕
事
は
な
る
べ
く
避
け
て
、
そ

れ
よ
り
も
個
人
の
施
主
と
の
長
い
付
き
合

い
を
大
事
に
し
た
か
っ
た
よ
う
で
、「
私

は
、
キ
ャ
ン
プ
の
芝
張
り
よ
り
も
庭
を
つ

く
り
た
い
」
と
で
も
い
わ
ん
ば
か
り
に
、

そ
れ
ま
で
に
培
っ
た
人
脈
を
大
事
に
し
つ

つ
仕
事
を
広
げ
て
行
き
ま
し
た
。

戦
後
、
社
会
が
一
変
し
ま
し
た
が
、
会

社
で
は
昔
付
き
合
っ
た
方
の
部
下
が
偉
く

な
っ
て
い
た
り
、
料
亭
で
は
、
以
前
従
業

員
と
し
て
働
い
て
い
た
人
が
お
か
み
に

な
っ
て
い
た
り
し
ま
し
た
。
社
会
が
落
ち

着
い
て
く
る
と
、
商
売
を
再
開
す
る
こ
と

に
な
り
、「
岩
城
さ
ん
、な
ん
と
か
し
て
よ
」

と
い
う
話
か
ら
徐
々
に
口
コ
ミ
と
人
脈
で

個
人
の
庭
の
仕
事
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

後
に
な
っ
て
、「
岩
城
さ
ん
と
こ
は
個
人

の
庭
し
か
し
な
い
、
あ
そ
こ
は
偉
そ
う
だ
」

と
い
う
人
が
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な

く
、ず
っ
と
前
か
ら
の
準
備
の
成
果
で
し
た
。

（
４
）
蓄
積
し
た
ア
イ
デ
ア
の

　
　

実
践
期
の
到
来

●
ビ
ル
屋
上
庭
園
づ
く
り
の
着
実
な
実
践

長
年
や
っ
て
き
た
こ
と
が
身
に
付
き
、

技
の
幅
が
広
が
っ
て
、
そ
れ
ら
を
活
か
す

時
代
の
到
来
で
す
。

ビ
ル
の
屋
上
庭
園
は
戦
前
か
ら
考
え
て

い
た
こ
と
で
す
。
第
18
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
（
１
９
６
４
年
開
催
）
の
誘
致

後
、
東
京
に
は
高
層
ビ
ル
が
増
え
て
き
ま

す
。
建
設
に
あ
た
っ
て
建
物
本
体
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
以
外
の
要
素
も
必
要
だ
と
い
う

判
断
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
一
つ
の
風
潮
に
な
っ
て
く
る
と
、
亘
太

郎
が
長
年
考
え
て
い
た
屋
上
は
じ
め
、
地
下

な
ど
の
屋
内
空
間
に
作
庭
す
る
技
術
を
使

う
と
き
が
や
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
有
楽
町

の
ビ
ル
地
下
の
「
胡
蝶
」
と
い
う
料
亭
の

庭
は
、
そ
の
一
つ
の
例
で
す
。

●
公
共
建
築
と
の
融
和
を
図
る

作
品
の
提
供

公
共
造
園
で
は
、
日
本
的
な
カ
ラ
ー
を

持
っ
た
景
色
づ
く
り
は
と
も
す
れ
ば
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ

れ
を
う
ま
く
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

今
も
見
ら
れ
る
三
宅
坂
の
最
高
裁
判
所
や

桜
田
門
の
警
視
庁
本
部
庁
舎
の
外
部
空
間

で
す
。
特
別
に
ど
う
と
い
う
こ
と
の
な
い
植

栽
で
す
が
、
亘
太
郎
だ
か
ら
こ
う
や
る
ん
だ

ろ
う
と
い
う
扱
い
方
が
あ
る
わ
け
で
す
。

●
商
業
建
築
と
の
融
和
を
図
る

作
品
の
提
供

私
が
す
ご
か
っ
た
な
ぁ
と
思
う
の
は
、

「
明
治
座
の
竹
庭
」
で
す
。
１
階
か
ら
３

階
ま
で
の
吹
き
抜
け
の
部
分
に
竹
を
植
え

る
。
す
る
と
１
階
か
ら
は
根
元
の
部
分
が

見
え
、
２
階
で
は
幹
の
部
分
、
３
階
へ
行

け
ば
、
葉
っ
ぱ
が
良
く
見
え
て
く
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
階
で
竹
の
見
え
方
が
違
う
し
、

竹
の
子
の
生
長
ま
で
も
楽
し
め
ま
し
た
。

非
常
に
狭
い
ス
ペ
ー
ス
な
ん
で
す
が
、
立

体
的
な
と
こ
ろ
を
利
用
し
て
景
色
を
つ
く

る
。
こ
れ
も
長
年
温
め
て
き
た
ア
イ
デ
ア

の
一
つ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
」
で
は
日

本
的
な
カ
ラ
ー
の
庭
園
を
つ
く
り
ま
し
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た
。
亘
太
郎
は
与
え
ら
れ
た
箇
所
に
対
し

て
、
建
物
の
躯
体
が
決
ま
っ
て
か
ら
庭
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
躯
体
が
で
き
る
前

に
必
ず
注
文
を
付
け
て
い
ま
す
。
人
工
地

盤
で
は
き
ち
ん
と
土
が
入
る
よ
う
に
、
梁

は
逆
梁
に
し
て
土
が
入
る
よ
う
に
と
、
そ

う
い
う
こ
と
ま
で
、
気
を
使
っ
て
指
示
し

て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
は
一
朝
一

夕
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

●
ゴ
ル
フ
場
の
日
本
庭
園
化
で
大
型
地
形

の
環
境
整
備
を
体
現

晩
年
に
は
、
ゴ
ル
フ
場
に
日
本
庭
園
を

つ
く
る
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ホ
ー

ル
ご
と
に
趣
の
違
う
日
本
式
の
庭
の
景
色

を
つ
く
る
と
い
う
独
創
的
な
も
の
で
、
単

に
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
横
に
庭
を
つ
く
る
と

い
う
の
で
は
な
く
、
コ
ー
ス
が
庭
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

●
神
社
に
個
性
あ
る
境
内
庭
園
を
生
む

広
い
神
社
境
内
に
は
、
何
か
し
ら
空
地

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
活
用
し

な
が
ら
、
元
の
形
は
崩
さ
ず
、
新
し
い
眺

め
を
生
ん
で
い
く
と
い
う
工
夫
を
ま
た
し

て
い
ま
し
た
。

栃
木
県
の
古
峯
神
社
、
三
重
県
の
椿
大

社
や
伊
勢
神
宮
に
庭
を
つ
く
っ
た
の
は
晩

年
の
こ
と
で
す
が
、
新
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
新
し
さ
と
は
い
っ
て
も
古
色
の
よ
さ

も
ふ
く
ま
せ
た
新
し
さ
で
す
。

以
上
が
、
植
治
に
入
門
し
て
か
ら
晩
年

ま
で
の
そ
の
時
々
に
応
じ
た
動
き
で
す
。
こ

れ
ら
は
一
見
切
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
亘

太
郎
の
考
え
は
生
涯
を
通
じ
て
全
部
見
事

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
そ
の
時
そ

の
時
の
時
勢
に
合
わ
せ
て
自
分
な
り
に
開

発
、
創
出
し
て
き
た
技
術
を
自
在
に
駆
使
し

て
の
成
果
だ
っ
た
の
は
立
派
で
す
。

（
５
）
確
実
な
事
業
継
承

創
業
以
来
、
個
人
の
ア
イ
デ
ア
、
技
術

主
体
に
よ
る
体
制
を
組
織
化
し
て
拡
充

し
、
運
営
す
る
方
針
を
早
く
か
ら
主
張
し

て
い
ま
し
た
。

三
代
目
で
あ
る
現
社
長
の
岩
城
隆
さ

ん
が
随
分
お
小
さ
い
頃
で
し
た
。
亘
太

郎
は
、「
こ
の
子
に
は
経
営
方
法
を
十
分

に
勉
強
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
何
か
に
つ
け
て
、
嬉
し
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
幼
い
お
孫
さ
ん
に

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
も
う
新
た
な
課
題
を
託

し
て
い
る
の
か
と
、
び
っ
く
り
し
き
り
で

し
た
。

２
．
岩
城
亘
太
郎
師
の
広
範
な
交
遊

（
１
）
京
都
で
の
交
遊

京
都
で
培
っ
た
人
と
の
交
遊
は
、
白
楊

を
通
じ
て
の
文
人
、
茶
道
家
な
ど
各
界
の

人
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
同
業
者
だ

け
で
は
な
く
広
い
人
た
ち
と
の
交
遊
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
重
森
三
玲
、
龍

居
松
之
助
な
ど
も
そ
れ
に
連
な
る
一
人
で

し
た
。
こ
の
二
人
は
庭
の
世
界
に
か
ら
む

人
の
中
で
は
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
り
者
で
す

が
、
白
楊
は
少
し
ヘ
ソ
ま
が
り
が
好
き

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
亘
太
郎
は

そ
れ
ら
の
交
遊
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
付
き

合
い
を
大
切
に
し
て
き
た
も
の
で
し
た
。

（
2
）
東
京
で
の
交
流

建
築
家
で
は
大
江
新
太
郎（
1
8
7
9
-

1
9
3
5
）
と
の
交
流
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
大
江
は
現
在
の
国
際
文
化
会
館
が
建

つ
以
前
に
あ
っ
た
岩
崎
小
彌
太
の
邸
宅
や

鎌
倉
山
の
扇
湖
山
荘
（
図
10
）
の
設
計
者

で
す
。
大
江
は
庭
園
協
会
の
役
員
も
し
て

お
り
、
東
京
帝
国
大
学
で
「
庭
園
学
」
の

講
義
を
持
つ
ほ
ど
庭
、
特
に
茶
庭
に
詳
し

く
、
庭
に
関
す
る
著
書
（
註
２
）
も
あ
り
ま

し
た
。
な
か
な
か
庭
に
は
う
る
さ
い
大
先

生
に
就
い
た
こ
と
も
亘
太
郎
に
は
大
き
な

力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
江
に
は
じ
ま
り
、
吉
田
五
十
八

（
1
8
9
4
-1
9
7
4
）
を
経
て
若
い

建
築
家
た
ち
と
も
長
い
付
き
合
い
を
し
て

い
ま
し
た
。
吉
田
と
の
付
き
合
い
は
、
料

亭
関
係
の
仕
事
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

吉
田
の
目
指
す
新
し
い
数
寄
屋
建
築
は
、

同
じ
く
新
し
い
数
寄
屋
の
庭
園
を
目
指
す

亘
太
郎
と
考
え
が
一
緒
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
と
に
、
吉
田
は
庭
に
大
変
愛
着

が
あ
り
、
思
い
入
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
作
庭
者
と
し
て
は
大
変
だ
っ
た
ろ
う

か
と
も
思
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
晩
年
、「
吉
田
五
十
八

賞
」
を
受
賞
し
た
際
の
亘
太
郎
は
本
当
に

嬉
し
そ
う
で
し
た
。
亘
太
郎
が
受
賞
し
て

喜
ん
で
い
た
の
が
、
も
う
一
度
あ
り
ま
し

た
。
裏
千
家
の
「
淡
々
斎
茶
道
文
化
賞
」

で
す
。
こ
の
二
つ
の
受
賞
は
亘
太
郎
に

と
っ
て
心
底
嬉
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
分
野
の
違
う
世
界
の
人
か
ら

認
め
ら
れ
た
こ
と
、
こ
の
喜
び
の
大
き
さ

は
、
第
三
者
に
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

政
治
家
で
は
河
野
一
郎
と
一
番
親
し

か
っ
た
よ
う
で
す
。
河
野
の
秘
書
だ
っ
た

図10	 扇湖山荘大江新太郎設計の山荘母屋
	 (撮影年不明　長尾資料館提供)
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宇
野
宗
佑
は
、
後
に
日
本
庭
園
協
会
の
第

8
代
理
事
長
（
後
に
名
誉
会
長
）
に
な
っ

た
方
で
、
河
野
と
の
関
係
か
ら
縦
の
つ
な

が
り
が
で
き
、
後
々
に
続
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

赤
坂
の
「
川
崎
」
な
ど
、
料
亭
の
仕
事

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。料
亭
の
客
に
は
、

政
治
家
、
実
業
家
な
ど
が
多
く
、
新
た
な

顧
客
と
の
つ
な
が
り
に
は
、
大
変
強
い
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
財
界
で
は
鹿

島
建
設
の
鹿
島
守
之
助
や
北
海
道
炭
鉱
汽

船
（
北
炭
）
の
萩
原
吉
太
郎
と
の
付
き
合

い
も
料
亭
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
能
、
お
茶
な
ど
と
の
世
界
と

も
幅
広
く
深
く
関
わ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た

力
は
、
庭
づ
く
り
に
は
す
べ
て
注
入
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
3
）
新
進
造
園
家
と
の
交
流

大
阪
の
荒
木
芳
邦
（
１
９
２
１
-１
９
９

７
）
や
東
京
の
伊
藤
邦
衛
（
１
９
２
４
-２

０
１
６
）と
の
交
流
も
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

荒
木
は
、
戦
後
ま
も
な
く
か
ら
昭
和
40

年
代
に
日
本
の
国
内
外
で
大
活
躍
し
た
造

園
家
で
す
。
自
身
の
息
子
く
ら
い
の
年
齢

の
荒
木
に
、
亘
太
郎
は
ア
イ
デ
ア
や
図
面

を
提
供
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自

社
の
設
計
部
に
招
き
、
図
面
な
ど
社
内
教

育
の
講
師
も
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
は
、
清
水
建
設
を
経
て
伊
藤
造
園

設
計
事
務
所
を
設
立
し
ま
し
た
。
伊
藤

は
、
清
水
建
設
時
代
か
ら
非
常
に
斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
の
空
間
を
生
み
出
し
、
独
立
後

も
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
亘
太
郎
は
、
伊

藤
か
ら
も
そ
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
デ
ザ

イ
ン
力
を
借
り
て
い
ま
し
た
。

良
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
若
い
人
の
力
も

借
り
る
。
そ
れ
が
素
直
に
で
き
る
人
で
し

た
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
、
私
が
見
て
い

る
亘
太
郎
の
広
範
な
付
き
合
い
ぶ
り
で
す
。

３
．
岩
城
亘
太
郎
師
の
特
質

（
１
）
関
心
・
醸
成
・
発
散

庭
の
視
点
を
仰
角
、
広
角
水
平
、
立
体

構
成
、
宙
空
、
地
下
、
多
彩
地
形
な
ど
に

置
く
こ
と
に
〈
関
心
〉
を
寄
せ
、
い
ろ
い

ろ
な
庭
の
あ
り
様
を
想
像
で
き
る
、
そ
う

い
う
も
の
に
先
ず
関
心
を
よ
せ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
長
時
間
を
か
け

て
考
え
を
〈
醸
成
〉
さ
せ
る
。
京
都
か
ら

東
京
に
来
て
か
ら
考
え
続
け
て
い
る
。
亘

太
郎
は
醸
成
期
間
が
長
い
の
で
す
。
そ
し

て
、
機
を
見
て
誕
生
〈
発
散
〉
さ
せ
る
。

私
は
、
関
心
、
醸
成
、
発
散
と
い
う
の

が
、
亘
太
郎
の
庭
づ
く
り
の
一
つ
の
あ
り

方
だ
と
思
い
ま
す
。

（
2
）
不
断
の
心
掛
け
の
よ
さ

あ
ら
ゆ
る
オ
ー
ダ
ー
に
す
ぐ
対
応
で
き

る
心
と
材
料
の
準
備
を
欠
か
さ
な
い
。
こ

れ
は
、
で
き
そ
う
で
で
き
ま
せ
ん
。

蹲
踞
を
組
む
と
き
に
、
よ
く
話
を
し
て

い
ま
し
た
。
蹲
踞
を
組
む
と
き
に
、
あ
わ

て
て
役
石
を
そ
ろ
え
る
な
ん
て
こ
と
は
と

ん
で
も
な
い
。
私
は
、
水
鉢
を
一
つ
手
に

入
れ
た
ら
、
こ
れ
に
は
ど
う
い
う
役
石
が

必
要
な
の
か
を
考
え
て
、前
石
、手
燭
石
、

湯
桶
石
を
選
ん
で
蹲
踞
の
石
組
と
し
て
ワ

ン
セ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
い
ま
だ
に
忘
れ
ま
せ

ん
。
何
に
つ
け
て
も
、
そ
の
準
備
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
を
常
に
言
っ
て
い
ま
し

た
。
あ
ら
ゆ
る
オ
ー
ダ
ー
に
対
応
で
き
る

心
と
材
料
の
準
備
を
欠
か
さ
な
い
と
い
う

の
が
亘
太
郎
の
特
質
だ
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
亘
太
郎
を
全

天
候
型
戦
闘
機
な
ら
ぬ
全
天
候
長
距
離
型

庭
匠
と
し
か
思
え
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
私
の
耳
に
残
っ
た
亘
太
郎
師

の
言
葉
を
挙
げ
て
ま
と
め
と
し
ま
す
。

○
少
年
時
代
の
こ
と

京
都
の
叔
父
さ
ん（
七
代
目
小
川
治
兵
衛
）

は
親
戚
一
同
の
誇
り
。
別
格
の
人
や
っ
た

○
植
治
入
り
の
こ
ろ

七
代
目
の
外
交
と
店
内
の
統
率
の
う
ま
さ

は
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
勉
強
に
な
っ
た

○
小
川
白
楊
の
こ
と

物
知
り
で
幅
が
広
か
っ
た
従
兄
弟
は
、
石

造
品
か
ら
考
古
学
、
写
真
（
カ
メ
ラ
）
な

ど
ま
で
、
よ
き
師
匠
や
っ
た
。
幅
広
く
い

ろ
い
ろ
な
人
を
知
っ
て
学
ぶ
こ
と
も
白
楊

が
教
え
て
く
れ
た

○
東
京
へ
出
て
み
て

屋
上
の
庭
、
室
内
の
庭
、
そ
ん
な
も
ん
を

普
通
に
で
き
て
る
の
や
な
と
驚
き
夢
中
に

な
っ
た

○
茶
の
湯
に
親
し
む

い
ま
の
庭
師
で
茶
を
よ
く
知
る
の
は
私
と

田
中
（
泰
治
／
泰
阿
弥
）
だ
け
だ
ろ
う

○
会
社
経
営

総
務
部
が
あ
る
庭
屋
は
め
ず
ら
し
い
と
い

わ
れ
て
驚
い
た
。
隆
に
は
経
営
を
学
ば
す

気
や

○
私
筆
者
（
龍
居
）
が
53
歳
の
時

幾
つ
に
な
っ
た
？
え
っ
53
歳
。え
え
歳
や
、

う
ら
や
ま
し
い
ナ
。
気
張
ン
な
は
れ

関
西
で
生
ま
れ
、
学
び
、
関
東
で
飛
躍

し
た
岩
城
亘
太
郎
師
は
、
古
典
文
化
に
通

じ
つ
つ
、
現
代
、
未
来
の
庭
像
に
つ
い
て

も
確
信
を
持
ち
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
広
く

国
内
外
に
飛
躍
し
つ
つ
も
、
常
に
基
本
に

は
自
身
が
学
び
開
拓
し
た
現
代
日
本
の
味

が
香
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

註
１

１
９
２
４（
大
正
13
）年
、東
京
高
等
造
園
学
校（
現

東
京
農
業
大
学
造
園
科
学
科
）
の
設
立
に
尽
力

し
、
１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
、
同
校
の
第
２
代

校
長
に
就
任

註
２
『
敷
石・飛
石・手
水
鉢
』
造
園
叢
書
７
、
雄
山
閣
、

１
９
２
９
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は
じ
め
に

岩
城
亘
太
郎
（
以
下
、
亘
太
郎
）
が
京

都
か
ら
上
京
し
、「
岩
城
庭
園
研
究
所
」
を

設
立
し
て
か
ら
、
今
年
で
80
年
に
な
り
ま

す
。
こ
の
節
目
で
こ
の
よ
う
な
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
非
常
に
光
栄
に
思
い
ま
す
。

私
が
入
社
し
た
１
９
８
８
年
の
秋
に
、

亘
太
郎
は
亡
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
亘
太

郎
か
ら
直
に
教
え
を
乞
う
た
時
期
は
半
年

第
１
回

岩
城
亘
太
郎

庭
を
訪
ね
る
・
そ
の
仕
事
を
見
る
・
知
る
・
語
る

岩
城
亘
太
郎
の
代
表
作
~
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
日
本
庭
園

  

荒あ
ら
か
わ川
淳あ
つ
よ
し良

【
荒
川
淳
良
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

１
９
６
３
年
生
ま
れ
。

神
奈
川
県
横
浜
市
出
身
。

東
京
農
業
大
学
造
園
学

科
卒
。
１
９
８
８
年
、

株
式
会
社
岩
城
（
旧
岩
城
造
園
株
式
会
社
）

入
社
。
現
在
、
取
締
役
設
計
部
長
。
主
な
受

賞
歴
：
２
０
１
１
年
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
御
用

蔵
移
築
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
。
２
０
１
２
年
、
妻
沼
の
家
、
モ
ダ
ン
リ

ビ
ン
グ
特
別
賞
。
２
０
１
５
年
、
佐
原
古
民

家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
日
本
建
築
学
会

賞
。
２
０
２
０
年
、
ザ
・
カ
ハ
ラ
・
ホ
テ
ル

＆
リ
ゾ
ー
ト
横
浜
、Andrew

	M
artin	

Interior	Design	of	the	Year

。
好
き
な
庭

園
：
旧
竹
林
院
庭
園
、
永
保
寺
庭
園
、
本
間

氏
別
邸
庭
園

２
０
１
９
年
12
月
7
日

Ｔ
Ｋ
Ｐ
麹
町
駅
前
会
議
室
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
日
本
庭
園

間
で
、
施
工
現
場
で
会
っ
た
の
は
、
２
、

３
回
ぐ
ら
い
で
し
た
。
亘
太
郎
が
現
場
に
来

る
と
、
現
場
は
ピ
リ
ッ
と
緊
張
し
て
い
た
と

い
う
記
憶
だ
け
は
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
亘
太
郎
の
代
表
作
の
一
つ
、
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
千
代
田
区
紀
尾

井
町
）
の
庭
園
を
紹
介
し
ま
す
。

庭
園
の
概
要

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
は
１
９
６
４

（
昭
和
39
）
年
に
、
現
在
は
ザ
・
メ
イ
ン

と
呼
ば
れ
る
本
館
が
竣
工
し
ま
し
た
。
１

９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
ガ
ー
デ
ン
タ

ワ
ー
、
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
に
ガ
ー

デ
ン
コ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
庭
園

の
竣
工
は
1
9
7
4
（
昭
和
49
）
年
で
、

そ
の
時
の
全
体
平
面
図
（
図
１
）
で
す
。

右
下
の
四
角
い
部
分
に
は
、
後
に
ガ
ー
デ

ン
コ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ

の
周
辺
の
庭
園
は
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
修
時
に
は
、
私
も
現
場
で
作
業
し
て
い

ま
し
た
。

竣
工
当
時
の
庭
園
面
積
は
、
１
３
,
６

０
０
㎡
で
す
。
現
在
は
若
干
狭
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
都
内
で
は
広
大
な

面
積
を
有
し
て
い
る
庭
園
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

図
中
の
赤
い
線
か
ら
西
側
の
部
分
に

は
、
井
伊
家
中
屋
敷
時
代
の
庭
が
現
在
も

残
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
植
栽
で
す

が
、
一
部
、
当
時
の
名
残
が
見
ら
れ
る
箇

所
も
あ
り
ま
す
。

真
ん
中
の
青
い
線
で
囲
ん
だ
部
分
が
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
創
業
者
大
谷
米
太

郎
（
以
下
、
大
谷
）
の
自
宅
で
し
た
。
現

在
は
「
な
だ
万
本
店
」
が
営
む
料
亭
「
山

茶
花
荘
」
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。「
な
だ

万
」
は
も
と
も
と
関
西
の
料
理
屋
で
し
た

が
、
大
谷
が
ホ
テ
ル
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ

て
呼
び
寄
せ
、
自
邸
を
料
亭
風
に
改
装
し

ま
し
た
。

大
谷
邸
の
庭
に
は
、
も
と
も
と
池
が
あ

り
ま
し
た
。
現
在
は
、
そ
の
池
の
３
分
の

２
く
ら
い
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

東
側
、
建
物
に
近
い
と
こ
ろ
が
、
ホ
テ
ル

を
つ
く
っ
た
と
き
に
、
新
た
に
つ
く
ら
れ

た
庭
園
で
す
。

土
地
の
変
遷

私
は
、
庭
の
設
計
を
し
て
お
り
ま
す
た

め
、
庭
の
地
形
と
そ
の
土
地
の
持
つ
記
憶

と
い
う
か
、
時
代
性
が
非
常
に
気
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
土
地
の
変
遷
を
整

理
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
あ
る
紀
尾
井
町
と
い
う
地
名

は
、
江
戸
時
代
、
紀
伊
徳
川
家
、
尾
張
徳

川
家
、
そ
れ
か
ら
近
江
彦
根
藩
の
井
伊
家

井伊家中屋敷エリア井伊家中屋敷エリア

大谷邸エリア大谷邸エリア

ザ・メインザ・メイン

ガーデンタワーガーデンタワー

（ガーデンコート）（ガーデンコート）

竣工：1964（昭和 39）年ザ・メイン（本館）
1974（昭和 49）年ガーデンタワー
1974（昭和 49）年日本庭園
1991（平成 3 ）年ガーデンコート

庭園面積：13,600㎡
庭園様式：池泉回遊式庭園
庭園面積：13,600㎡
庭園様式：池泉回遊式庭園

図1	 庭園竣工時（1974年）の全体平面図　（筆者加筆）
	 （『日本の庭　岩城亘太郎作品集　現代編』、	 淡交社、1978）
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の
屋
敷
が
並
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
三
家
よ
り
一
字
ず
つ
と
っ
て
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
敷
地
は
井
伊
家

中
屋
敷
（
図
2
）
で
し
た
。
現
在
の
航
空

写
真
（
図
3
）
を
見
る
と
、
道
路
の
線
形

は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。東
側
に
あ
る
清
水
谷
公
園
は
、

大
久
保
利
通
暗
殺
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
園
内
に
は
哀
悼
の
碑
が
建
っ
て
い

ま
す
。
ホ
テ
ル
の
敷
地
を
含
め
た
そ
の
周

辺
は
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
変
遷
を
象
徴

す
る
場
所
で
あ
り
、
都
内
と
し
て
は
貴
重

な
場
所
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
こ
の
場
所
は
、
井
伊
家
中
屋
敷
以
前

は
加
藤
清
正
の
下
屋
敷
で
し
た
。

明
治
に
な
っ
て
、
井
伊
家
の
屋
敷
は
伏

見
宮
邸
宅
と
な
り
ま
し
た
。
伏
見
宮
邸
は

建
物
が
45
棟
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
火
で
そ

の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
焼
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。残
っ
た
の
は
庭
だ
け
で
し
た（
図
4
）。

大
戦
後
、
伏
見
宮
家
が
こ
こ
を
手
放

す
に
あ
た
り
、
大
谷
が
買
取
り
、
自
邸

と
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
シ
イ
、
ク

ス
ノ
キ
な
ど
大
木
が
残
っ
て
い
た
と
い

う
話
で
す
。

1
9
6
3
（
昭
和
38
）
年
、
ホ
テ
ル
の

建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
頃
の
航
空
写
真（
図

5
）
に
は
、
大
谷
邸
の
自
宅
と
池
が
見
え

ま
す
。現
在
の「
山
茶
花
荘
」の
建
物
で
す
。

同
じ
航
空
写
真
の
右
下
に
弁
慶
橋
が
見

え
ま
す
。
橋
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
大
き
な
門

が
あ
り
、
そ
こ
の
左
上
に
上
が
っ
て
い
く

道
か
ら
庭
の
材
料
な
ど
大
き
な
も
の
を
出

し
入
れ
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

図２	 井伊家中屋敷　御江戸大絵図
	 (天保14／1843年）部分
	 出典：『江戸東京散歩』人文社、2008

図5	 ホテル建設期　（1963年）
	 (国土地理院ウェブサイト）

図3	 現代のホテルニューオータニ
	 (国土地理院ウェブサイト）

図4	 伏見宮邸時代　（1947年）
	 (国土地理院ウェブサイト）

図6	 大滝を上から望む（1986年竣工時）（株式会社岩城提供）

清水谷公園

ホテルニューオータニ

　　　　

弁慶橋↑
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竣
工
当
初
の
「
山
茶
花
荘
」
の
庭
（
図

8
）
は
、
砂
利
敷
き
に
マ
ツ
と
い
う
シ
ン

プ
ル
な
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
部
屋

の
中
か
ら
は
豊
か
な
緑
と
水
面
が
望
め
る

の
で
、
あ
え
て
シ
ン
プ
ル
に
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、建
物
の
外
か
ら
見
る
と
、

建
物
が
庭
の
景
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
庭
園
の
中
に
は
建
物
も
景
観
を
構
成
す

る
要
素
と
し
て
重
要
で
す
。
庭
に
溶
け
込

ん
だ
非
常
に
い
い
風
情
が
出
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

図
9
は
、
現
在
ビ
オ
ト
ー
プ
と
呼
ば
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
す
。

も
と
も
と
芝
生
で
し
た
が
、
樹
木
が
大
き

く
な
り
、
現
在
は
と
て
も
芝
生
が
持
つ
よ

う
な
感
じ
で
は
な
く
、
か
な
り
鬱
蒼
と

し
た
緑
で
背
景
の
建
物
が
見
え
な
い
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の

庭
園
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
赤
玉
石

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
（
図
10
）。
こ
の
赤

玉
石
は
亘
太
郎
が
入
れ
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
谷
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
集

め
ら
れ
た
も
の
で
、
大
小
含
め
、
相
当
の

数
が
あ
り
ま
す
。
当
初
は
こ
の
倍
の
数
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の

赤
玉
石
を
集
め
た
庭
は
他
に
例
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

現
地
で
は
、
竣
工
当
時
と
現
在
の
様
子
を

比
べ
て
観
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

竣
工
当
時
の
庭
園

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の
庭
園
の
見

ど
こ
ろ
を
竣
工
当
時
の
写
真
で
紹
介
し
ま

す
。
何
と
い
っ
て
も
メ
イ
ン
は
大
滝
で
す
。

図
6
は
ガ
ー
デ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
大
滝
を

俯
瞰
し
た
写
真
で
す
。
落
ち
口
は
Ｓ
字
の
ラ

イ
ン
を
描
い
て
お
り
、
幅
17
メ
ー
ト
ル
、
落

差
５
・
５
ｍ
の
大
ス
ケ
ー
ル
の
滝
で
す
。

手
前
の
ガ
ー
デ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
前
に
は
小

さ
な
池
が
あ
り
、
手
水
鉢
か
ら
水
が
湧
き

出
し
て
い
ま
す
。
滝
の
奥
に
は
朱
塗
り
の

橋
、
そ
の
奥
に
は
「
山
茶
花
荘
」
の
屋
根

が
見
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
先
は
空

が
見
え
る
と
い
う
近
景
、
中
景
、
遠
景
で

構
成
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
色
で
す
。

一
方
、
図
7
は
下
か
ら
見
上
げ
た
大
滝

で
す
。
こ
の
視
点
で
見
え
る
の
は
、
近
代

的
な
ホ
テ
ル
の
宴
会
棟
や
本
館
で
、
こ
れ

ら
が
滝
の
借
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。
亘
太

郎
は
、
こ
う
い
う
近
代
的
な
も
の
も
庭
に

取
り
入
れ
て
、
伝
統
的
な
も
の
に
革
新
的

な
も
の
を
ど
う
や
っ
て
受
容
し
て
い
く
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
を
非
常
に
考
え
て
い
た

と
思
い
ま
す
。

龍
居
先
生
が
お
話
さ
れ
た
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
見
た
庭
を
亘
太
郎
は

つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
庭
園
は
多
様

な
視
点
と
い
う
点
で
代
表
的
な
例
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

図8	 「山茶花荘」の庭（株式会社岩城提供）

図9	 芝生とマツの庭園（株式会社岩城提供）

図10	 赤玉石の庭園（株式会社岩城提供）

図7	 下から見上げた大滝（株式会社岩城提供）
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①荒川淳良氏の案内で見学スタート
ここは、ザ・プールの横辺りです。ここに至

るアプローチ西側の斜面地（写真・左）に生
育するスダジイ、クスノキなどの大木は大名庭
園の時代からあった樹木です。

②なだ万本店「山茶花荘」入口
入口部分の特徴は「木賊（とくさ）垣」です。

竹を縦半分に割って並べた垣根できれいに合
端を合わせてつくられています。下の腰張りは
丹波石を使っています。丹波石は板状の薄い
石ですが、ごつごつした面を表にして石積風に
みせているのが岩城の仕事の特徴です。

③大名庭園の名残りの濡鷺型灯籠と景石
この辺りは大名庭園の頃の姿が残っていま

す。景石は三波石が多く用いられ、真鶴石や
赤玉石も見られます。このジャンボサイズの濡
鷺型灯籠は大名庭園であった頃のものです。
この他にも大きな灯籠が園内には数多く残って
います。

④和楽庵(左）と石塔(右)
茶室「和楽庵」は日本橋の呉服屋「白木屋」

（現・東急百貨店）にあったものを移築しまし
た。数寄屋大工棟梁の 3 代目木村清兵衛に
よって建てられたものです。清兵衛は益田鈍
翁の茶室も建てており、庭もつくっています。

この五重塔はかなり古いもので、鎌倉期か
少し後の頃かと言われています。

⑥ガーデンレストラン「石心亭」と「招月亭」
海外のリゾートホテルではよくみられるガーデ

ンレストランです。庭の中で食事が楽しめるとい
う贅沢なつくりで、ホテルニューオータニの革
新的なところの一つです。日本ではここが先駆
けでした。(2022.3.29 撮影 )

⑤紅葉越しに望む「山茶花荘」
モミジ越しに「山茶花荘」がきれいに見え

ます。日本庭園には和風建築があると景色が
しまり、風情が感じられます。

見学ポイント （平面図は園内の案内板より）

ホテルニューオータニ庭園　現地見学会



−   21 −G S J  N e w s  N o . 1 0 8   2 0 2 2 . 4 . 1 5

⑩シダレサクラ越しの沢渡り　
この景色は「植治」の沢渡りの雰囲気に

近いと思います。護岸の石の中には水孔石が
用いられています。小穴が無数に空いた軽石
で、苔が乗りやすく色も落ち着いているため、
建物の屋上や狭い場所で使われるようになりま
した。水孔石を用いた初期の事例です。

⑪滝から流れるせせらぎ
緩やかな勾配、ゆっくりと蛇行する流れのつ

くりは「植治風」を感じます。流れ沿いの刈
込は低く仕立てられ、非常に手入れが行き届
いています。低い刈込も「植治」でよくみられ
る手法です。

⑫朱塗りの橋から流れる滝
上の池から流れる水は、まず左に、そして

右に落ち、途中で二股に分かれ、一方が、まっ
すぐ落ち、もう片方が 2 段で落ちる姿は、教
科書通りで、まさに絵に描いたような滝です。
山梨県産の富士石で組まれています。

⑦山茶花荘と庭とのつながり
「山茶花荘」を囲む白穂垣に向かう丹波石

の延段。園内に廻らされた園路は様 な々仕上
げにより変化をつけ、散策の楽しさを演出して
います。（荒川淳良氏提供）

⑧佐渡の赤玉石の枯山水
ここは、普通の枯山水庭園ではなく、赤玉

石を展示するための庭といえます。

⑨最大級の赤玉石
奥の石は、園内最大のもので、22ｔありま

す。このような大きな石は珍しく貴重です。手
前の石と比べて表面が滑らかなのは、毎日
20 人がかりで砥石を使って磨いていたからだ
そうです。

⑬本館の建物に負けないスケールの大滝
本館を借景としたスケールの大きな滝です。滝の形状を決めるにあたって、施主や大成建設と

模型を作るなどして、本館建物の高さや、低いところに位置するタワーからの見え方を考慮し検討
を重ねたそうです。一案として、自然風の滝もありましたが、結局、近代的な建物のスケールに合
わせて、幅 17 ｍ、落差 5.5 ｍのダイナミックな滝となりました。滝の水を落とすために出力 20kw
のポンプ５台を据え、そのうち 3 台を常時稼働させています。当時はその出力のポンプはなかった
ので、設備業者が 20kw 相当に改造したそうです。このように布状に落とすためには、毎分 15ｔ
の水量が必要です。池の水は通常循環していますが、満水時にはお堀にオーバーフローします。
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え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
近
畿
支
部
・（
株
）
曽
根
造
園
）

新
評
議
員

伊い

く

み
久
美
和か
ず
ひ
で秀

１
９
７
８
年
生
ま
れ

静
岡
県
藤
枝
市
出
身

本
部
や
他
支
部
と
の

連
携
や
情
報
交
換
は
、
支
部
会
員
一
人

一
人
の
技
術
、
知
識
、
活
気
の
向
上
を

目
指
し
て
い
る
支
部
活
動
に
と
っ
て
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
。
そ
の
つ
な
ぎ
役

と
し
て
静
岡
県
か
ら
の
情
報
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま

り
、
今
年
こ
そ
は
、
県
外
の
会
員
の
方
々

と
直
接
交
流
が
で
き
る
日
常
が
戻
り
ま

す
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
新
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
静
岡
県
支
部
長
・
伊
久
美
造
園
）

伊い
と
う東
政ま
さ
の
ぶ信

１
９
６
０
年
生
ま
れ

東
京
都
文
京
区
出
身

こ
の
度
、
１
０
０
年

以
上
の
歴
史
あ
る
日
本
庭
園
協
会
の
評
議

員
に
選
出
い
た
だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
自
身
は「
庭
園
」

に
つ
い
て
は
素
人
で
あ
り
ま
す
が
、
学
校

で
は
様
々
な
授
業
を
通
じ
て
有
為
な
人
材

を
送
り
出
そ
う
と
日
々
努
力
し
て
お
り
ま

新
理
事

北き
た
む
ら村

均
ひ
と
し

長
野
県
上
田
市
出
身

東
京
都
の
文
化
財
庭

園
の
小
石
川
後
楽
園
、

浜
離
宮
恩
賜
庭
園
、
旧
古
河
庭
園
、
清
澄

庭
園
の
維
持
管
理
に
30
年
関
わ
り
を
持
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長
は

じ
め
常
務
理
事
の
皆
さ
ん
、
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
多
く
の
助
言
、
指
導
を
い
た

だ
き
、
こ
こ
ま
で
来
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
経
験
を
庭

園
協
会
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
様
に
努

力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
）

曽そ

ね根
将ま
さ
お郎

１
９
７
６
年
生
ま
れ

京
都
府
京
都
市
出
身

大
学
時
代
よ
り
当
会

員
と
し
て
加
え
て
い
た
だ
き
、
海
外
で
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
な
ど
多
く
の
こ
と
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は

心
新
た
に
会
員
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
、

共
に
日
本
庭
園
の
研
鑽
を
し
て
い
け
る
よ

う
な
会
の
運
営
に
尽
し
て
い
き
た
い
と
考

新
役
員
紹
介

⑮清泉亭の池
滝に見られる石組は、古い時代の手法で組

まれています。この辺りが最も古い時代の庭園
の名残がみられるところです。（2022.3.29撮影）

⑯イヌマキ(左)とカヤ(右)
天明年間（1780 年代）にはあったといわれ

るイヌマキ。カヤも同年代の樹木といわれてい
ます。この辺りの植栽は大名庭園であった頃
の名残です。

⑰茶室「和楽庵」庭門前の石橋
非常に丁寧なつくりの石橋です。そり橋で

欄干が付いたものは、現在ではなかなか見
られません。大名庭園の頃からあったもので
しょう。

特記以外は見学時（2019.12.7）撮影

⑭滝周辺の景石と刈込(左）と
　園内の刈込(右）

大谷邸にはたくさん石があったそうで、滝組
本体や両側の景石に多く使われています。

斜面の低い刈込は、「岩城」ではよく行う
手法です。築山など地形をきれいに見せたい
場合、京都ではコケを用いますが、東京では
コケの生育が期待できないので、カンツバキ、
ヒサカキなどの刈込を用います。手入れとして
は、ただ表面を刈込むのではなく、木鋏で中
の枝を1 本 1 本枝抜きして形を整えています。
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訪
れ
る
人
の
心
を
動
か
せ
れ
ば
よ
い
な
と

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
）

小こ
ば
や
し林

裕ひ
ろ
こ子

埼
玉
県
狭
山
市
出
身

現
在
、
埼
玉
県
飯
能

市
を
拠
点
と
し
て
エ
ク

ス
テ
リ
ア
＆
ガ
ー
デ
ン
の
設
計
、
施
工
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
樹
木
を

は
じ
め
、
低
木
や
草
花
が
好
き
で
植
物
の

魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
空
間
づ
く
り
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
ア
ト
リ
エ
ナ
ナ
）

竹た
け
う
ち内

智と
も
こ子

東
京
都
武
蔵
野
市
出
身

２
０
２
０
年
ま
で
東

京
都
に
勤
務
し
、
都
市

計
画
の
経
験
の
他
、
設
計
・
工
事
責
任
者

と
し
て
、
小
石
川
後
楽
園
の
唐
門
の
復
元

や
芝
公
園
も
み
じ
谷
の
再
整
備
等
に
携
わ

り
ま
し
た
。
庭
園
を
都
市
の
中
で
活
か
す

「
文
化
財
庭
園
都
市
」
を
目
指
し
、
庭
園

と
都
市
計
画
制
度
に
つ
い
て
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
都
市
の
中
で
庭

園
を
活
か
し
、
世
界
に
お
い
て
も
日
本
庭

園
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

す
。
日
本
が
世
界
に
誇
る
べ
き
日
本
庭
園

の
文
化
を
守
り
、
継
承
し
、
普
及
し
よ
う

と
し
て
い
る
貴
協
会
に
と
っ
て
、
少
し
で

も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
精
い
っ
ぱ
い
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校

理
事
長
）

内う
ち
や
ま山
貞さ
だ
ふ
み文

１
９
５
５
年
生
ま
れ

福
岡
県
久
留
米
市

田
主
丸
町
出
身

今
年
度
、
日
本
庭
園
協
会
の
評
議
員
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
諸
先
輩
や
ご
経
験
を
お
持
ち
の
他
の

評
議
員
の
皆
様
と
協
力
し
、
責
務
を
果
た

し
て
参
る
所
存
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
チ
ー
フ
キ

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）

北き
た
む
ら村

葉よ
う
こ子

滋
賀
県
出
身

文
化
財
庭
園
の
お
仕

事
に
携
わ
っ
て
13
年
が

た
ち
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
お
庭
に
訪
れ

る
お
客
様
が
、
お
庭
に
足
を
踏
み
入
れ
た

時
に
ほ
っ
と
さ
れ
て
い
る
表
情
が
マ
ス
ク

越
し
に
も
見
て
取
れ
ま
す
。
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
お
い
て
も
、
お
庭
の
持
つ
力
が
、

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
千
葉
大
学
大
学
院
園
芸
学
研
究
院
）

米ま
い
た
に谷
進し
ん
ご吾

１
９
６
０
年
生
ま
れ

香
川
県
観
音
寺
市
出
身

昨
年
の
春
に
新
支
部

長
を
任
さ
れ
て
以
来
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

蔓
延
の
影
響
で
行
事
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

名誉会長
顧 問
会 長
副 会 長
常務理事
理 事

評 議 員

監 事
名誉会員

龍居 竹之介
金子 直作 中村 一
高橋康夫 
菊地正樹  内田 均
加藤 新一郎 加藤 精一 廣瀬慶寛  小沼 康子
上野 周三 高橋 良仁 平井 孝幸 山田 拓広 
清水 哲也 北村 均 ☆ 曽根 将郎 ☆
厚澤 秋成 尼﨑 博正 粟野 隆  飯山 良子
伊久美 和秀 ☆ 石井 敬明 石亀 靖  石川 治壱
磯  守  伊東 政信 ☆ 岩﨑 隆  内山 貞文 ☆
越智 將人 落合 悟  小野 登身 河西 力  
菊池 正芳 北村 葉子 ☆ 木下 照信 髙良 啓子
小杉 忠広 古平 貞夫 後藤 幸雄 小林 紀昭
小林 裕子 ☆ 坂本 利男 清水 一樹 菅沼 孝仁
鈴木 貴博 鈴木 康幸 竹内 智子 ☆ 高見 紀雄
竹田 利光 田中 節照 田中 徳夫 殿井 正敏
飛田 幸男 豊藏 均  仲佐 修二 中根 史郎
中山 なつ希 野村 光宏 福田 芳野 藤原 忍 
星  宏海  本川 勇  米谷 進吾 ☆ 水本 隆信
三宅 秀俊 宮本 広之 村田 義雄 望月 敬士
桃井 雅彦 山田 祐司 由比 誠一郎 横山 英悦
米山 拓未
野村 脩  中村 寛  小泉 隆一
青木 美樹子 石川 昇造 大平 暁  加藤 雍太郎
庄司 ヨシ 内藤 操  前川 冨士子 藤枝 修子
柴田 正文 福田 光子

☆印は新任 敬称略 五十音順役 員 一 覧
（任期：2022 年 3月 11日～ 2024 年 3月 10日）

以
後
状
況
が
好
転
す
る
こ
と
で
、
庭
園

協
会
に
微
力
で
す
が
お
役
に
た
て
る
よ

う
、
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
四
国
支
部
長
・
米
谷
造
園
）
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編
集
後
記

★
巻
頭
言
の
写
真
、
小
田
原
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー

デ
ン
の
「
渓
流
の
梅
園
」
は
、
約
３
０
０
品

種
５
０
０
本
の
ウ
メ
を
有
す
る
関
東
最
大
級

を
誇
る
梅
園
で
す
。
そ
の
命
名
は
榊
原
八
朗

氏
に
よ
る
と
の
こ
と
で
す
。

★
「
現
代
日
本
庭
園
の
巨
匠
た
ち
・
岩
城
亘

太
郎
」
の
長
尾
欽
弥
本
邸
・
別
邸
の
庭
園
写

真
は
、
長
尾
資
料
館
よ
り
の
ご
提
供
。
館
長

加
藤
映
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

★
本
号
掲
載
の
講
演
の
文
字
起
こ
し
は
鈴
木

貴
博
、
酒
井
和
佳
子
、
原
稿
校
閲
は
小
沼

康
子
、
内
田
均
が
担
当
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

編
集
担
当
：
小
沼
康
子
／
内
田
均
／
鈴
木
貴
博
／

中
山
な
つ
希
／
酒
井
和
佳
子

本
文
デ
ザ
イ
ン
：
由
比
ま
ゆ
み

全
国
支
部
長
連
絡
協
議
会
報
告

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
１
月
22
日
（
土
）

新
潟
県
支
部
長

小こ
ば
や
し林
紀の
り
あ
き昭

今
年
度
の
全
国
支
部

長
連
絡
協
議
会
を
新
潟

県
支
部
が
幹
事
と
な

り
、
令
和
４
年
１
月
22
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
の
会
議
は
リ
モ
ー
ト
形
式
で
行

い
、
17
支
部
の
支
部
長
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
は
、
会
議
の
開
催
は
２
年
前
に
も
要

請
さ
れ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
し
て
新
潟
は
こ
の

時
期
雪
に
埋
も
れ
、
交
通
機
関
に
影
響
が

出
や
す
く
、
何
を
す
る
に
も
難
し
い
時
期

で
し
た
。
そ
こ
で
本
部
で
リ
モ
ー
ト
会
議

の
準
備
を
す
る
こ
と
及
び
会
議
と
視
察
研

修
会
を
切
り
離
し
て
開
催
す
る
こ
と
を
お

願
い
し
て
、
１
年
お
い
て
今
回
の
開
催
に

な
り
ま
し
た
。

ま
ず
各
支
部
報
告
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ブ

ロ
ッ
ク
講
習
会
、
瓦
土
塀
と
腰
積
み
講
習

会
、
編
笠
門
作
製
講
習
会
な
ど
や
商
業
施

設
で
の
坪
庭
の
展
示
な
ど
の
実
施
、
さ
ら

に
そ
れ
ら
活
動
内
容
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
発
信
な

ど
、
現
在
の
情
報
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ル
タ

ル
造
形
な
ど
新
し
い
技
術
開
発
を
計
画
し

て
い
る
支
部
も
あ
り
、
全
体
的
に
都
市
に

近
く
て
感
染
者
が
多
い
地
域
で
活
発
な
活

動
を
し
て
い
る
支
部
が
多
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
社
会
経
済
を
止
め
な
い
で
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
向
か
う
こ
と
が
叫
ば
れ
て
い

る
昨
今
、
感
染
対
策
を
行
い
実
施
し
て
い

る
各
支
部
に
励
ま
さ
れ
、
元
気
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
、
①
造
園
業
の
若
手
従

業
員
の
確
保
、
②
作
庭
の
現
状
と
庭
園
の

あ
り
方
、
③
樹
木
（
苗
木
、
草
類
、
グ
ラ

ン
ド
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
）
の
確
保
の
仕
方

な
ど
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
①
若

手
従
業
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
就
業
規

則
の
改
善
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、
今
後

試
行
錯
誤
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
②

庭
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
感

性
を
突
き
詰
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
か
と
言
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
③

樹
木
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
各
支
部
と
の

情
報
網
を
利
用
し
開
拓
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
会
議
の
準
備
並
び
に
ご
指
導

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
各
位

に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
全
国
支
部
長
連
絡
協
議
会
で
の
出

会
い
や
情
報
網
こ
そ
が
、
一
番
大
切
な

ツ
ー
ル
で
は
な
い
か
と
今
回
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

｢

く
ま
も
と
花
と
み
ど
り
の
博
覧
会
」
が

開
催
中

「
く
ま
も
と
花
と
み
ど
り
の
博
覧
会
」

は
熊
本
県
で
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年

３
月
19
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で
65
日
の
期

間
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
森
と
水
の
都
く
ま
も
と
で
花
と
生
き

る
幸
せ
を
つ
む
ご
う
」
を
テ
ー
マ
に
、「
街

な
か
エ
リ
ア
（
熊
本
城
公
園
及
び
花
畑
広

場
一
帯
）」、「
水
辺
エ
リ
ア
（
水
前
寺
江

津
湖
公
園
一
帯
）」、「
ま
ち
山
エ
リ
ア
（
立

田
山
）」
の
３
会
場
で
花
と
み
ど
り
の
イ

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
街
な
か
エ
リ
ア
」
の
辛
島
公
園
で
は

「
鳥
取
県
の
庭
」
と
し
て
石
亀
靖
氏
（
鳥

取
県
支
部
長
）
の
作
品
が
出
展
さ
れ
て
い

テーマ「ようこそようこそ鳥取県へ」
サンド（鳥取砂丘／３度）でも何度でもまっとります。そして熊本地震か
ら５年。哀悼の意・鎮魂を込めて　2022.3.15　石亀靖氏撮影

ま
す
。

日
本
唯
一
の
鳥
取
城
に
お
け
る
「
巻
石

垣
」
や
美
し
い
自
然
と
歴
史
文
化
が
ち
り

ば
め
ら
れ
た
展
示
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
本
庭
園
協
会
を
温
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

匿
名
希
望

10
万
円

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
会
員
・
氏
名
（
住
所
）

（
２
０
２
2
（
令
和
4
）
年
１
月
１
日
か
ら
3
月
31
日
入
会
）

吉
村
拓
也
（
石
川
県
）
／
坂
口
和
法
（
石

川
県
）
／
髙
橋
聡
（
石
川
県
）

（
入
会
順
・
敬
称
略
）




